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３Ｒ関連パネル・製品展示

３Ｒクイズラリー

３Ｒアトラクションゲーム ３Ｒカフェ

オリジナルマイボトルケース製作

インフォメーションイ



講演会進行プログラム
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　　北海道環境生活部長　田中　正巳
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　　　　大林・伊藤・岩田地崎・丸彦渡辺・中山・田中共同企業体　
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　　　　社会福祉法人清水旭山学園　理事　太田 民生様　　　

時　間

10:30

次　第

開　会

内　容

10:31 開会の挨拶 環境省北海道地方環境事務所　所長　吉井　雅彦　

北海道環境生活部長　田中　正巳

10:35 平成22年度
「北海道ゼロ･エミ大賞」
表彰式

贈呈者挨拶

〈大賞受賞者〉　受賞者代表挨拶
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「マイボトル・マイカップからはじめるエコ入門」
　　　　講師：　ペオ・エクベリ氏

16:00 閉会の挨拶 環境省北海道地方環境事務所　統括環境保全企画官　伊藤　孝男

13:00 休　憩

16:03 閉　会

事例発表① 「マイカップから始まった社内の環境への取り組み」
　　　　発表者：パタゴニア日本支社　環境担当　篠 健司氏

トークセッション 「マイボトル･マイカップが使いやすい社会づくり」
　　　　コーディネーター：橋本　登代子氏（司会者）
　　　　パネラー　　　　：ペオ・エクベリ氏（３Ｒトーク）
　　　　　　　　　　　　：篠 健司　氏（事例発表者①）
　　　　　　　　　　　　：蟻戸 昭智氏・牧野 司氏（事例発表者②）

事例発表② 「『なかしべつ３３０(さんさんまる)°開陽台マラソン』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が取り組んだ『マイカップ運動』」　　
　　　　発表者：なかしべつ３３０°開陽台マラソン実行委員会
　　　　　　　　　事務局　蟻戸 昭智氏・牧野 司氏（中標津十二楽走）
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「マイボトル・マイカップからはじめるエコ入門」
　　　　講師：　ペオ・エクベリ氏

事例発表③ 「北海道エネルギーのＥＣＯチャレンジ～マイボトル・プロジェクト～」
　　　　発表者：北海道エネルギー株式会社　総合企画本部　業務部　
　　　　　　　　　部長　菊地 健二 氏・環境企画課　竹川 玲奈氏

トークセッション 「マイボトル･マイカップが使いやすい社会づくり」
　　　　コーディネーター：橋本　登代子氏（司会者）
　　　　パネラー　　　　：ペオ・エクベリ氏（３Ｒトーク）
　　　　　　　　　　　　：菊地 健二氏  小野 隆則氏（事例発表企業③北海道エネルギー）
　　　　　　　　　　　　：田名部 康平氏（事例発表者④）

事例発表④ 「香露茶館の中国茶とマイボトルサービス」　　
　　　　発表者：中国茶専門店「香露茶館」　オーナー　田名部 康平氏　

大林・伊藤・岩田地崎・丸彦渡辺・中山・田中共同企業体　
北洋大通りＪＶ工事事務所　㈱大林組札幌支店　安全環境部長　朝野 政行様
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　皆様、おはようございます。ただ今、ご紹介いただきました環境

省北海道地方環境事務所長の吉井でございます。本日は大変お忙し

い中、ご来場いただきまして本当にありがとうございます。３Ｒ推

進北海道大会２０１０の開会に当たりまして主催者を代表いたしま

して心から御礼申し上げますとともに、一言ご挨拶を申し上げたい

と思います。

　毎年１０月は３Ｒ推進月間でございます。３Ｒ推進月間は１９９

１年より始まっており、２００２年まではリサイクル推進月間と呼

んでおりました。しかし、リサイクルのみならず原材料の使用量を

減らすリデュースや繰り返し使うリユースに取り組むことが重要で

あることから３Ｒ推進月間と改め、関連した様々な行事が全国的に展開されているところでございます。

　北海道地方環境事務所といたしましても、この期間中廃棄物の適正な輸出入の促進、あるいは不法投

棄対策、家電リサイクル等の法の遵守に向けて取り組みの強化を行いますほか、この３Ｒ推進北海道大

会を北海道経済産業局、北海道農政事務所、北海道、札幌市などのご協力をいただきながら開催してお

ります。

　この３Ｒ推進北海道大会は、ごみやリサイクル問題などの知識や経験を交換することにより参加者一

人ひとりが循環型社会の実現に向かって自ら考え、行動していただく場を作るということとともに、ラ

イフスタイルを見直す機会にしていただこうということで開催するものです。特に、今年の大会では循

環型社会の構築に不可欠な３Ｒの取り組みのうち、繰り返し使うリユースに焦点を当て、私たちの身近

な問題でありますマイボトル、マイカップをテーマとすることといたしました。このマイボトル、マイ

カップはオフィス、学校、外出先で自分の水筒、タンブラー、カップ、湯呑みなどの飲料容器をマイボ

トル、マイカップを使うことでごみ、環境負荷を減らそうという取り組みです。

　今日はマイボトル、マイカップをテーマにした事例発表、そしてスウェーデン生まれで在日１８年

目、環境教育の講演・セミナーなど２３年間にわたって環境活動をされておられますペオ・エクベリさ

んとのトークセッション、クイズラリー、３Ｒ体験コーナー、企業や行政の取り組みを紹介します展示

等、楽しみながら環境を学べるイベントを行うこととしております。また、３Ｒに関しますパネル等の

展示や体験コーナーの一部ではリユースだけでなく３Ｒ全体に対する取り組みに関する物も扱っており

ますので、そちらもご覧いただければと思います。

　マイボトル、マイカップを持参された方、クイズラリー達成者には特別なサービスもありますので、

積極的に会場内を見まわっていただければと思います。また本日はこの後、道内の企業における優良な

リデュースの取り組みに対する表彰であります「北海道ゼロ・エミ大賞」の表彰式が行われます。受賞

される皆様には、心から敬意と祝意を表しますとともに今後も循環型社会の構築に向けて先導的な役割

を果たされますよう期待申し上げます。

　

　最後になりましたが、本大会を契機といたしまして一層のごみの減量化、循環型社会の形成に向けて

の取り組みが一層進むことを祈念申し上げ、私の開会のご挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよ

ろしくお願いいたします。

御挨拶

環境省北海道地方環境事務所

所 長　吉井　雅彦
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平成22年度北海道ゼロ・エミ大賞

北海道ゼロ・エミ大賞表彰制度

　工事中に発生する建設副産物の再利用や、分別活動による混合廃棄物の削減などに取り組むとともに、広域認定制度
の積極的活用など、新たな建設廃棄物の再資源化ルートの確立に取り組み、９７％の高い再生利用率を達成しました。

道内の事業所における廃棄物等の発生・排出抑制の取組の中で、特に優秀なものを表彰し、広く紹介する制度です。
循環型社会の形成に向けて道が推進している「３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）」のうち、特に優先すべき事項
であるリデュースを推進することを目的に、平成１７年度に創設しました。

北海道ゼロ・エミ

大 賞

■北海道ゼロ・エミ大賞とは

募集期間に申請のあった取組について、「北海道ゼロ・エミ大賞選考委員会（学識経験者等で構成）」において、取組に
よる発生・排出抑制の効果や他の事業者への普及性などの観点から選考を行い、道が受賞者を決定します。　 　
表彰された取組については、表彰式の実施、道が発行する３Ｒハンドブックへの事例掲載、ホームページでの公表など
の積極的なＰＲをすることとしています。

■制度の概要

■北海道ゼロ・エミ大賞のホームページ

（札幌市）

北洋大通センター新築工事のゼロエミッション化

　合板製造過程で発生する木くずや排水過程で発生する木質汚泥の燃料化、ボイラーで木くずを燃やしたときに発
生する木灰の肥料化などの取組により、廃棄物の排出量を削減しました。

北海道ゼロ・エミ

優秀賞
津別単板協同組合　丸玉産業株式会社 （津別市）

工場廃材のバイオマス資源としての利用

　建築系廃棄物の中でも処理が難しいとされ、主に管理型処分場へ廃棄されていた廃石膏ボードを破砕分離、特殊製
法によりグラウンド用ライン引き粉として再生しました。

北海道ゼロ・エミ

優秀賞
北清企業株式会社 （札幌市）

廃石膏ボードのリサイクルによるグラウンド用ライン
引き粉の製造・販売

　地域の２９事業所から排出される食品残さ物を、収集運搬し、中間処理の工程を経て養鶏飼料として資源化、自家使
用することにより、有効活用しています。

北海道ゼロ・エミ

優秀賞
社会福祉法人清水旭山学園 （清水市）

食品残さ物（生ゴミ）の飼料化への取組

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/jss/recycle_2/zero-emi/index.htm

（主催）
北海道環境生活部

大林・伊藤・岩田地崎
丸彦渡辺・中山・田中共同企業体北洋大通りＪＶ工事事務所



開会の挨拶 大林・伊藤・岩田地崎・丸彦渡辺・中山・田中共同企業体
北洋大通りＪＶ工事事務所様

津別単板協同組合　丸玉産業株式会社様

北清企業株式会社様 社会福祉法人清水旭山学園様 受賞四社の皆様

受賞者代表挨拶 受賞者代表挨拶 贈呈者挨拶

記念撮影表彰式全体風景
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『マイボトル・マイカップから
　　　　　　　　はじめるエコ入門』
環境コンサルタント・エコライフスタイルアドバイザー

ペオ・エクベリ 氏
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３Ｒトーク

　ご紹介いただきありがとうございました。皆

様、グッドモーニング。マイカップ、マイボト

ル、３Ｒについて話しますが、いろいろなデータ

も出ます。データはＷＷＦ、日本とスウェーデン

の環境省、国連などによるものです。私はス

ウェーデン人で東京に住んでいます。結婚は九州

でしました。妻は日本人です。

　スウェーデンは北欧で一番大きな国です。私の

出身である南スウェーデンは気候が北海道と全く

同じです。今日の私の話を聞いて、きっと北海道

でもできると感じてもらうとうれしく思います。

また、スウェーデンは環境先進国として知られて

います。先進国としてごみが減っています。最近

２０年間ですでに９７％減っています。温暖化の

原因であるＣＯ２も減っています。そして同じ時

期に経済成長率は４４％アップしています。世界

でもあり得ない、素晴らしい事例です。

　今日は環境先進国であるスウェーデンのいろん

な面白いヒントをご紹介しながら、日本で何がで

きるか考えます。スウェーデンの成功した理由の

１つは３Ｒです。リデュース、リユース、リサイ

クルのお陰です。これは日本に居ながら私たちに

もできます。

　今日のテーマはマイボトル・マイカップです。

私たちはこれをなぜ使わなければいけないので

しょうか。使い捨てでもいいではないかと言う人

もいます。しかし、それによって資源がどんどん

無くなっています。現在、私たち人間はいろいろ

な使い捨ての物を含めていろいろな物を作り過ぎ

るため、自然が回復することができなくなってい

ます。というのは、自然に返すことができる以上

に物や資源を取ってしまっているのです。だから

なかなか自然が回復しません。

　ごみを作るのは誰でしょうか。この美しい地球

には約３，０００万種の生き物がいると言われま

す。この種類の中で、ごみを作る、捨てるのは１

種類だけです。私たち人間だけです。ＣＯ２を作

りだすのも人間だけだと考えたことがあります

か。他の生き物は自然の中ではいつも自然に返す

以上に取らないのです。私たちは動植物の世界か

ら学ばなければいけません。

　では、だめな人間の世界を見てみましょう。世

界の人口の４分の１は先進国の人々です。ス

ウェーデン人、日本人、アメリカ人など。その４

分の１だけの人間が現在、地球の資源の４分の３

を使っています。木とか水、石油など。簡単に考

えると世界中の全ての人々が先進国の人たちと同

じような使い捨てのライフスタイルを始めれば地

球が足りません。あと３つの地球が必要と言われ

ます。地球が１，２，３，４。

　でも解決する方法は意外に簡単です。ＮＡＳＡ

に今度宇宙に行く時に「もう１つの地球をお願い

します」と頼みます。そう言えば先月、地球に似

ている惑星が見つかりましたね。あと２つの地球

があればいいですね。でもちょっと面倒なので、

現実的なのは１つの地球で物を使いましょうとい

うことです。

　これは「ワン・プラネット・ライフスタイル」

とも呼ばれています。１つの地球範囲のライフス

タイルです。今、使い捨ての物を作って資源がど

んどん無くなっています。皆、資源を公平に使う

ためにはあと３つの地球が必要です。だから１つ

の地球範囲で使いましょうということです。

数字で考えれば、私たちが今まで使った資源の量

の４分の１まで減らさないといけません。ごみな

どを７５％減らすと何となく自然が回復できるの

ではないかという世界の数値目標があります。

ファクター４と呼ばれています。あるいは４倍効

率アップ。物を４倍、長い時間使おう。リユース

です。これは意外に簡単です。

　例えばコーヒーショプ、カフェ、喫茶店に行く

時に「１つの地球」の飲み方ができます。そこへ

行く時に皆さん、何が欲しいですか。コーヒーが

欲しいか、カップが欲しいか。答えは簡単です。

飲み物です。日本のコーヒーショップではレジで

講演・トーク①②　～マイボトル・マイカップが使いやすい社会づくり～
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マグカップにお願いするとくれます。実際にマイ

カップを持っていって、あるいはマイタンブラー

を持っていくと、使い捨てのカップの代わりにマ

イマグカップかマイタンブラーでコーヒーを飲む

と、ごみが８６％減るという調査結果があるので

す。さきほどの数値目標７５％を達成します。し

かも使う水の量も減っています。使い捨てのコッ

プ１つを作るには２０リットルという多くの水が

必要なのです。

　１つ、秘密を教えます。使い捨てのコップの代

わりにマイカップでコーヒーを飲んでも味は変わ

りません。便利さを失わなくてもいいのです。こ

こが大事です。マイカップで飲むとリデュースと

リユースにつながっています。しかもいろいろな

店ではご褒美があります。これもマイカップ、マ

イボトルを広げるには大事だと思います。店に

よってはマイカップなどで３０円とか５０円の割

引をしてくれるところがあります。よく利用する

人は年間５，０００円、６，０００円も節約でき

ます。おいしいです。これは一石三鳥になります

かね。

　ご褒美と言えば、スウェーデンではすごく進ん

でいます。この映像を見てください。スウェーデ

ンの首都ストックホルムです。人口は２００万人

くらいです。札幌とあまり変わりません。中心を

流れる川です。ここで親子が泳いでいます。これ

は３５年前には考えられなかったことです。当時

は水が汚れ過ぎていて、排気ガスも多く、使い捨

ての物からのごみも多かったので、水・空気が汚

れていて泳ぐことはできませんでした。今泳げる

ようになったのは、ごみ、特に使い捨ての物が非

常に減ったからです。

　スウェーデンと日本のごみの量を比較しましょ

う。家庭ごみのリサイクル率です。スウェーデン

の場合は９７％は１回リサイクルかリユースしま

す。日本はほぼ逆ですね。２０％しかリサイクル

していません。８割は自然に流れてしまいます。

スウェーデンも昔はそうだったのですが、分別と

か使い捨ての物が減って、今はごみのたった３％

だけが自然に流れるだけです。これをもっと簡単

に言うと、日本人の毎月のごみの量は平均２６キ

ロです。スウェーデン１人当たりは月に２キロ以

下です。サッカーボールの大きさくらいにしかな

らないのです。スウェーデンの９００万人ができ

るなら札幌の２００万人はできます。

　なぜスウェーデンでは使い捨ての物が減ってリ

サイクル、リユース、リデュースが出来たかとい

うと、１つはご褒美と便利さです。便利さを失わ

ず、ご褒美もあるわけです。この映像は子供たち

がごみを分別しに行ったところです。後ろに大き

な容器が見えます。たくさんの穴がついている容

器が並んでいます。これは分別のための便利な回

収ボックスで全国の村、町にあります。しかも面

白いのは２４時間開放されています。これがカギ

です。つまり誰でも、どこでも、いつでもリサイ

クルできるシステムが出来上がっているのです。

　これは大きなヒントではないかと思っておりま

す。私は日本に住んでいて一所懸命リサイクルし

ていますが、私が住んでいる所では火曜日が燃え

るごみ、水曜日は燃えないごみ、木曜日は生ご

み、金曜日は何でしたか・・・。覚えにくいと思

います。熱心なひとでないとなかなか参加しませ

ん。スウェーデンではいつでもどこでも、誰でも

分別できるので、エコに熱心でない人でも参加で

きます。

　そしてご褒美があります。ごみをそのまま捨て

てもいいのですが、毎年２万円かかります。けれ

どしっかりと分別すると無料です。スウェーデン

の人も人間ですからケチです。お金が欲しいの

で、このご褒美はとても大事ではないかと思いま

す。分別するとお金がかかる。ごみを捨てるとお

金がかかる。ではなくて、ちょっとご褒美があれ

ば楽しくいろいろできます。

　マイボトルといえば、スウェーデンではこのよ

うなデポジット制もあります。これはスウェーデ

ンのどこにでもある機械です。自動販売機とは反

対の機能を持っています。日本ではコインを自動

販売機に入れて飲み物を買います。スウェーデン

では飲み終わった飲み物の空きボトルをこの機械

に入れるとお金が戻ります。大きなペットボトル

ですと６０円ほど戻ります。これは非常にうまく

いっています。２０年以上も前から全国に導入さ

れているシステムです。

　リサイクル、リユースのボトルと言いますが、

１度入れますと業者がそれを洗ってまた飲み物を

入れて販売します。これは２０回ほど繰り返され

ます。このご褒美と便利さのお陰でリサイクル率

は何と９９％になっています。みんな持っていき
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ます。日本ではフタをはずしてラベルもはがして

洗って回収していますが、スウェーデンでは洗わ

なくてもいいのです。フタやラベルもそのままで

いいのです。ペットボトルをそのまま回収する技

術を考えたのでとても参加しやすいのです。

　最近日本ではマイタンブラーを持っていくとす

ぐに店で飲み物を入れてくれるところがありま

す。結構便利になりました。特に東京ではすごく

広がっています。私が教えている大学の学生でも

マイタンブラーを持ち歩く人が非常に増えていま

す。

　１つの面白いエピソードをお話します。私はよ

く出張します。温暖化防止のためにできるだけ電

車を利用しています。明日、東京に帰るのも電車

にしています。ある時、乗り換えの駅で１０分し

かない時、のどが渇いたのでマイタンブラーにオ

レンジジュースを入れてほしいと店に頼んだら断

られました。どうしてかと聞くと、この店では座

らないといけないと言われました。それで座って

メニューを見て注文し、運ばれてきたジュースを

タンブラーに入れ、レジでお金を払って出てきま

した。

　その後、そのお店でマイボトルキャンペーンが始

まりましたから、このようなことがあっても諦めな

いでください。できませんと言っても、よく説明す

れば店もお客が増えるきっかけになります。私が店

の言うままに諦めていたら店はお客を失うことにな

ります。ビジネスチャンになるわけです。

　よく聞かれるのは、エコについてスウェーデン

人のマインドと日本人のマインドは何が違います

かということです。やはり有言実行だと思いま

す。ちょっと厳しい言い方ですが、精神的にも知

識的にも日本はすでに環境先進国です。絶対そう

です。本当に環境に対して関心を持つ人が増えて

います。しかし残念ながらスウェーデンに比べる

と有言実行ではないような気がします。結果がな

かなか出ないし、ＣＯ２も増え続けています。ご

みもなかなか減りません。けれど本当に有言実行

になれば日本はスウェーデンよりも環境先進国に

なるのは間違いと、私は希望を感じています。有

言実行です。

　使い捨てと言ったらレジ袋ですよね。最近、東

京都内でランチにコンビニで弁当を買おうと多く

のサラリーマン、ＯＬが並びます。１００％レジ

袋を貰います。この映像を見てください。皆貰っ

ています。男性ばかりでなく、女性も結構貰って

います。これは私から言うと有言実行ではないの

です。２０年前からマイバッグキャンペーンが

あったはずです。これから大事なのはマイボト

ル、マイカップでも２０年後にはこのようになら

ないように意識しながら有言実行することです。

 結局、会社として有言実行は信用につながりま

す。ビジネスチャンスです。自分がエコな会社で

すと、きれいなＣＭを出すのはいいのですが、社

員が日常生活でも有言実行すれば、客の側では

「やはり信用できる会社ですね」ということにな

ります。それで経済もよくなります。これもス

ウェーデンの失敗事例で学んだことです。

　レジ袋ばかりでなく、マイカップ、マイボトル

でない、使い捨てのカップやボトルは意外に大き

な環境負担になります。毎年１０万頭以上の野生

動物が私たちが捨てたプラスチックを食べて死ん

でしまいます。鳥が１００万尾以上死んでいま

す。少なくても動物を助けるためにもマイカッ

プ、マイボトルを使いたいです。この映像ではレ

ジ袋をごみとして捨てます。何が悪いのかと思わ

れますが、実際に長い旅があります。物はどこか

ら来たのでしょうという質問があります。どこへ

行くのかという質問があります。考えると素晴ら

しい旅を見ることができます。レジ袋やプラス

チックの使い捨てのコップなどは、もともとどこ

から来たのでしょう。コンビニより前です。石油

です。石油ができるまでは何年かかりますか。む

ずかしい質問ですね。１００万年以上と言われま

す。１００万年かけて作られた使い捨ての物はど

れくらい使うのでしょうか。

　この映像を見てください。石油ができてそれを

工場まで運びます。工場では石油からレジ袋、使

い捨てのコップ、使い捨てのボトルを作ります。

そのボトルを運んでやっと店に入ります。長い旅

です。ここに１２分と書いてありますが、これは

何でしょうか。私たちがレジ袋を使う平均の時間

です。たった１２分です。使い捨てのコップはマ

ラソンでは１２秒くらいでしょう。やはり再利

用、リユースカップをマラソンで使うのは素晴ら

しいアイデアだと思います。

　さらに旅が続きます。焼却炉に行って、捨て場

に捨てられます。この長い旅を考えると、マイボ

トル、マイカップは使いやすいですね。この旅を
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考えた面白い会社がスウェーデンにあります。ス

ウェーデンのマクドナルドです。使い捨ての物が

一杯あると言われますが、マクドナルドでもス

ウェーデン最大の１４０カ所あるホテルチェーン

でも、２０３０年までにＣＯ２ゼロを目指してミ

ネラルウォーターが入っているプラスチックボト

ルの利用を止めました。自分のボトルを開発した

のです。この長いガラスのリサイクルボトルで

す。スウェーデンの水泳の金メダリストと一緒に

開発したボトルで、ミネラルウォーター並みの水

道水に炭酸水を加えて、スタンディングボトル

を、マクドナルドボトルとしてデザイン性のある

物を出しました。かなりいいボトルです。このよ

うなことをやると面白いと思います。

　お客さんはお金を払ってこのボトルを買い、飲

み終わってカウンターへ戻すとお金が戻ります。

デポジット制です。日本でも最近、格好のいいボ

トルがたくさん出ています。かなりかわいいもの

もあります。いろいろ選択できます。日本の素晴

らしさの１つは、やはりより賢い選択肢がいつも

あります。必ずあります。物があふれている社会

ですから、本当に多くの選択肢がいつもありま

す。物はどこから来てどこへ行くのかを考える

と、面白い選択ができます。

　まとめますと、マイボトル、マイカップ、マイ

ライフが成功するための鍵ではないかと思ってお

ります。１、デザイン性のよい格好のいい物を作

る。イマジネーションです。そしてご褒美。エコ

をすると何かご褒美を貰う。そして便利さです。

これがとても大事だと思います。不便になるとな

かなか皆参加しません。最後にはもちろん有言実

行です。もちろん、私と妻もいつもできるだけ使

い捨てのものは使わずに有言実行するのですが、

５，６年間かけてやっとごみの量が月にサッカー

ボール１個分になるという結果が出ました。これ

はスウェーデン人９００万人がやっていることで

す。彼らの知識を導入し、そして日本の素晴らし

い考え方に合わせてやると出来たのです。ＣＯ２

２５％減は日本の２０２０年までの数値目標で

す。私と妻はそれを達成しました。お金にして年

間２４万円から２５万円節約になります。日本で

も可能な目標なんです。

　私たちは地球４個分で生きています。環境問題

を聞いているとすごく大きな問題に思われます

が、実際には思ったより解決しやすい。日本だか

らこそいろいろ出来るのです。小さなステップか

ら始まれば本当に簡単になります。少しずつやれ

ば大きな結果になります。これはスウェーデンの

教科書にも載っている写真、イラストです。私た

ち１人ひとりは月までは届きませんが、全ての人

間が肩車すると地球から月まで届きます。１人ひ

とりが小さなステップから始めればマイボトル、

マイカップを始めれば絶対大きな結果になりま

す。積極的にぜひ有言実行しましょう。



『マイカップから始まった
　　　　社内の環境への取り組み』
発表者：パタゴニア日本支社　環境担当

篠　健司 氏
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事例発表①

　本日は、３Ｒ推進の北海道大会２０１０にお招

きいただき、本当にありがとうございます。ご紹

介いただきましたようにパタゴニアという会社は

アウトドアのウェアを作っています。今日はマイ

カップから始まった主に社内の取り組みをご紹介

します。

　最初に、アウトドアスポーツのことをご存じな

い方のためにいくつかきれいな自然スポーツの映

像をみていただきたいと思います。私共の会社

は、機械の力に頼らないアウトドアスポーツ、人

間の力で自然の中に出るスポーツを対象にしてい

ます。これはクライミング、岩場を登っている写

真です。きれいな風景の山でのトレッキング、あ

るいは、ニセコのスノーボードの写真です。これ

は、トレイルランニングと言いまして山の中を走

るスポーツです。

さらにサーフィン、フィッシングなどの写真で

す。

　会社は神奈川県鎌倉にあり、本社はアメリカの

カリフォルニアです。北海道にも札幌市内に２店

舗あります。会社ではＧＯＨＯキャンペーンを展

開しておりまして、マイカップ、マイボトルとの

兼ね合いを含めてご紹介いたします。ＧＯＨＯは

ゲッティング・アワ・ハウス・イン・オーダーの

頭文字です。自分の家の身の回りをちゃんときれ

いに見直すという意味です。

　いくつかのプログラムがあり、その中で３Ｒの

１つ、廃棄物の発生を抑制しようということがあ

ります。１つには消費そのものの見直し。これは

リデュースにつながると思います。あとは分別で

す。どうしても出てきたものはきちんと分別して

処理をします。

　３Ｒとは関係ありませんが、例えば調達するも

の。私たちはビジネスを通じていろいろな物を使

用していますので、その調達をする上で、例えば

紙に関して言えば原生林とか違法に伐採されたも

のを使わないようにする。そういったガイドライ

ンを作ったり、あるいは自然エネルギー。事業を

する上ではどうしてもエネルギーを使いますの

で、そこに目を向けて今では私たちの日本のビジ

ネスというのは全国に１６店舗を持って行ってい

ますが、そこで使うエネルギーを基本的には１０

０％自然エネルギー、実際にはグリーン電力証書

という形で調達しています。自然エネルギーでま

かなうビジネスをさせていただいています。

　このように社内を見直すことによって、いろい

ろ出来ることが見えてくるのではないかと思いま

す。その中の１つが、どちらかというと社員が消

費するペットボトルとか使い捨てになるような物

の見直しの中で始まったのが、全部マイカップ、

マイボトルにしたことです。その映像です。日本

支社が出来て２０年ほど経ちますが、２０年前か

ら普通に社内で行っていましたし、アメリカ本社

では３０年くらい前から、こういった使い捨ての

物はほとんど使われていないと思います。

　ですから、今日発表するに当たって特別に何か

をプログラムとして行ってきたわけではないの

で、難しかったのですがいくつかご紹介すると、

例えば、社内ではこういったウォーターサーバー

を各事業所に置いています。ですから、社員はわ

ざわざ外にペットボトルなどを買いに行かなくて

も、会社の中で自分のボトルに給水して飲むとい

うことを繰り返し行うことができます。

　あとは、こういったことを広げるに当たってＮ

ＰＯの方が実施しているマイボトルを推進するキャ

ンペーンに協力しています。Ｔｈｉｎｋ　ｔｈｅ　

ＥａｒｔｈプロジェクトというＮＰＯがあります

が、そこが毎年ウォータープラネット・キャンペー

ンというのを行っていまして、その中で消費者の

方、一般の生活者の方にできるだけマイボトルを

持って生活しようと呼びかけています。

　この時にも私共の札幌の店舗でも、ウォーター

サーバーを設置して、マイボトル持参でご来店の

方に給水サービスをしたりしています。今回もこ

の会場でも給水サービスされていると思います

が、そういったことを過去何年間ずうっと続けて

きています。

　こうしたマイボトル、マイカップとアウトドア

スポーツの関係はどのようなことかをお話しま

す。この映像はあるアウトドアスポーツ、特に山

の高い所に登っている登山家の１シーンですが、

この下のほうにボトルが置いてあるのが見えます。

講演・トーク①　～マイボトル・マイカップが使いやすい社会づくり～
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最初にお見せしたアウトドアスポーツというの

は、町と違ってどこでも給水できるわけではあり

ませんね。例えば山の中でも全く水の無い場所

も、もちろんあります。このように雪がある所な

ら雪を溶かして水にすることもできるかもしれま

せんが、基本的には水を自分で調達して、あるい

は持っていかなければなりませんので、実はアウ

トドアスポーツをやる人たちにとってはマイボト

ルやマイカップは当たり前になっていると考えて

おります。

　この映像は、私共の社員の普段のアウトドアス

ポーツの１シーンです。右は岩登りに行った時に

マイカップを持っている場面です。左は今年の９

月に山の中を１１０キロメートル走るイベントで

の１シーンで、やはりマイボトルを持って、そこ

に給水しながら走っている人たちの姿です。

　このように、アウトドアスポーツとマイボトル

は結構身近で、私共の社員も同じようなライフス

タイルをとっているということです。例えばどん

なボトルを使っているかというと、先ほどのエク

ベリさんの映像にもありましたが右側がスウェー

デンの会社のものです。アルミで出来ているボト

ルで、中に水を入れても匂いがつきにくいボトル

です。真ん中はクリーンキャンティーンという会

社のもので、これもステンレススチール製でとて

も洗いやすいものです。実はこの２つの会社は売

上の１％をさらに環境保護団体に寄付をするとい

うことをしています。

　ですから、マイボトルの選び方というのも多分

これから、ただ単にマイボトルにするだけではな

く、そのボトルが何からできているとか、どんな

会社なのかとかいうことをもっと考えながら選ぶ

というのも１つの次のステップかと感じます。そ

の隣はプラスチックのボトルですが、下にＢＰＡ

フリーと書いてあります。ＢＰＡとはビスフェ

ノールＡ、いわゆる環境ホルモンと言われている

素材の１つです。素材によってはそのような環境

ホルモンが使う状況によっては出てきかねないも

のもあるので、最近ではこのようにＢＰＡフリー

のものというのを使う、あるいは販売するボトル

の会社が増えています。ですので皆さんも選ぶと

きにただ単にマイボトルではなくて、素材自体も

見ていくということがこれからは必要なのかと感

じています。

　私もランニングをするので、この後の中標津さ

んのマラソン大会のことで詳しく話されると思い

ますが、いつもこのようにマイボトルを持って

走っています。そうすると例えば水道があればそ

こで給水して、あるいは公園や図書館に行ってま

た給水して走るということで、ペットボトルなど

を消費しなくてもこうしたスポーツは楽しむこと

ができると考えています。私も過去５年くらいで

ペットボトルを消費した量というのは１本か２本

です。それでも十分今のライフスタイルは送れる

と考えています。

　ここからはペットボトルやマイボトル、マイ

カップとは少し離れますが、私共で衣類を作る上

でやはり３Ｒ、循環型の取り組みをいくつかして

いるので、その辺も含めてご紹介します。パタゴ

ニアという会社は元々は登山道具を作るところか

ら始まっています。１９８０年くらいに、今では

有名になったフリースや暖かく乾きの早い下着と

かを作って成長してきて、現在でもそれがビジネ

スのかなり大きな中心となっている素材です。た

だ、こうした素材自体実はポリエステルで、元々

はレジ袋と同じく石油が原材料です。ということ

はＣＯ２を排出したり、何らかの影響が出ている

のではないかと感じ始めています。

　それでやったことというのは、その製品が原料

の調達から廃棄に至るまでどのような影響、フッ

トプリントと言いますが、影響の度合いを調べま

した。そうすると全部の製品が素材が環境を汚染

していることが分かりました。どれ１つとしてい

いものはないということが分かってきました。実

は先ほどから出ているペットボトルの素材を再生

して衣類を１９９３年に世界で初めて製品化し

て、今では例えばいろいろなユニフォームがペッ

トボトル素材で作られています。それよりもかな

り前にこのようなことを行っています。

　あとはオーガニックコットンという、農薬を使

わずに栽培されたコットン素材を使ったりしてい

ます。これも水というところで農薬を使わないこ

とで水質が保たれたりいろいろな意味を持ってい

ますので、今日の話に少し通じるかと思っており

ます。大きく今回の３Ｒの話と衣類の関係でつな

がっているのは、私共は販売した製品をもう１度

回収して、それを原料に戻して循環させるという

取り組みをしております。現在、大体７割くらい

のパタゴニアの製品が回収されて循環するという

仕組みを取り入れています。

　そうしたものを環境に配慮したＥファイバーと

いう形で販売しております。もう１つ、せっかく

環境に配慮して使った素材なので先ほどのレジ袋

の一生がありましたが、私共はリサイクルできる

リサイクル素材１００％のデポジット制のレジ袋

を店舗で使っています。特徴としてはデポジット

制なので、お客様は利用する時には１００円頂い

ておりますが、その袋をまた持ってきていただけ

れば１００円はお返しします。その段階でできる

だけマイバッグを持っている人はそれを利用いた

だき、持っていない人は袋を利用していただき、

また持ってきていただく。その袋はリサイクルし

て使います。素材自体もパタゴニアの社内で出た

レジ袋もプラスチックパッグを原料にしているの

で、素材自体も１００％再生素材です。

　ですからこれは、お客様のご協力がいただけれ
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ば、本当に循環するレジ袋の仕組だと考えており

ます。こうした事業をしながらも、やはり自然環

境、アウトドア、フィールドの自然に依存してい

ますので、そういった方たちをサポートする取り

組みも行っています。売上の１％を環境保護の団

体や、そういったことに関わるところに寄付をす

るなどさせていただいております。そうしたビジ

ネスをより広げるために、１％ｆｏｒ　ｔｈｅ　

Ｐｌａｎｅｔというビジネスを集めたネットワー

クを作っていて、今大体世界の１４００社くら

い、日本でも３０数社が加盟していただき、１％

を寄付していただいております。先ほど紹介しま

したマイボトルのクリーンキャンティーン社もそ

の１社として加盟いただいております。

　企業としてなぜこういうことをしていくかとい

うことをご紹介します。デビッド・ブラウアーさ

んというとても有名なアメリカの自然保護の父と

呼ばれる方の言葉ですが、「死滅した地球ではビ

ジネスはできないのだ」と。私共も事業をやって

いる限りは１００年、あるいはもっと続けていき

たいと考えていますので、そのためにはやはりビ

ジネスをするために必要な自然環境、自然を守っ

ていくことが必要だと考えています。

　最後ですが、パタゴニアにおいては利益を上げ

ることは最終目的ではなく、利益が必要でビジネ

スをしていますが、正しくそのことを行えば自ず

と利益がついてくるだろうと考えながらやってい

て、このペットボトル、マイカップ、マイボトル

の取り組みというのも正しい行いだということで

やっていて、おそらくビジネスとは言っています

が、地域とか社会全般としてこの方向性と言うの

は正しい取り組みで、将来的には私たちも含めて

未来の子供たちが幸せに暮らせる社会を作るため

に必要な取り組みだと思っていますので、今後と

も会社としてこういったことに貢献していきたい

と考えております。
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『なかしべつ３３０°開陽台マラソンが
　　　　取り組んだマイカップ運動』
発表者：なかしべつ３３０°開陽台マラソン実行委員会事務局

蟻戸 昭智 氏・牧野 司 氏

事例発表②

（蟻戸）皆さんこんにちは。本日は中標津のマラ

ソン大会で取り組んだマイカップ運動について、

牧野と２人でお話したいと思います。まず、なか

しべつ３３０°開陽台マラソンですが、平成２１

年に第１回大会が開催されました。今年は第２回

大会を予定していましたが、口蹄疫ウィルス侵入

防止措置とし残念ながら中止となってしまいまし

た。

　そのマラソン大会は、クリーンでエコな大会を

目指してマイカップ運動と名付けた取り組みを行

いました。給水所におけるマイカップでの給水、

利用した紙コップやスポンジはごみ箱に捨てる、

といったことを参加者によびかける取り組みで

す。今日のトピックです。まず始めに、なかしべ

つ３３０°開陽台マラソンについて開催に至った

経緯などを説明します。その後に、マイカップ運

動の取り組みのきっかけや内容などについてお話

したいと思います。

　まず、中標津町は道東、根室管内に位置する町

です。人口およそ２万４，０００人。基幹産業は

酪農業。観光名所としては視界３３０度、地球が

丸く見える開陽台、養老牛温泉や根釧台地の格子

状防風林などがあります。また、最近では映画

「釣り馬鹿日誌２０ファイナル」のロケ地となっ

たことでも知られています。

　近隣の地域を見ますと、世界自然遺産の知床国

立公園、その他数々の自然公園が存在しておりま

す。まさに自然に囲まれた環境にある町となって

います。中標津町では以前にもなかしべつマラソ

ンという大会が続けられてきました。参加対象は

町内に限定された者、最長で５キロメートルとい

う競技種目、コースについては小学校のグラウン

ドから裏山の公園通りを走るコース、こんな大会

が行われてきました。　

　他の地域で開催されている大会については、ラ

ンニングブームによって参加者が増えている中、

中標津町の大会は参加者が減少し続け、マラソン

競技の先細りが大変懸念されておりました。そこ

でマラソンの普及と競技性のさらなる向上を図

り、地域の活性化に結び付ける大会を目指して地

元の行政やスポーツ団体、陸上競技団体、マラソ

ン愛好者などで組織する実行委員会を立ち上げま

した。

　参加対象規模、競技種目、コースなどを見直し

て内容を一新しました。さらには皆さんに長く愛

され続ける大会を目指して、大会の名称を一般公

募しました。１０９件の応募の中から「なかしべ

つ３３０°開陽台マラソン」が誕生しました。生

まれ変わった大会では全国から参加者を募りまし

た。競技種目についてはハーフマラソン、５キロ

メートル、約２．１キロメートルのミニハーフ、

こういった競技種目も充実しました。また、コー

スにつきましては、地域の住民の方に少しでも関

心を持って頂く意味でも、市街地の主要道路を含

めた自然豊かなコースを設定しております。多く

の方の理解と協力のもとで開催される運びとなり

ました。

　これからマイカップ運動についてお話します

が、ここからはこの運動の発案者であり、地元の

走友会で自身もランナーとして中標津十二楽走で

活躍している牧野より紹介したいと思います。

（牧野）まず、きっかけについてお話したいと思

います。この光景をご覧ください。参加規模によ

り多少は違いますが各地のマラソン大会で見られ

る光景です。ここに落ちているのは参加者が給水

に使った紙コップです。給水所の周りに紙コップ

が散乱しています。マラソン大会をテレビ中継で

しかご覧になったことのない方は、このような光

景を見たことがないかもしれませんが、これはこ

の写真が特別なものではなく、悲しいですが一般

的に起きていることなのです。

　この散乱する紙コップをどうにかしたい、とい

うランナー集団である中標津十二楽走メンバーの

強い思いから運動は始まりました。マラソン大会

を行っていくためには参加者、運営者、ボラン

ティア、応援者、地域住民、関係する皆さんの大

会に対する理解・協力が必要不可欠です。これが

どれか１つでも欠けるとマラソン大会は持続的に

開催されることはないでしょう。

　私たちのマラソン大会は　大部分のコースが牧

草地帯に設定されていますが、コース脇の牧草地

に紙コップが捨てられていたら、豊な自然を汚す
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ようなことがあったら、応援者、地域住民の理

解・協力が得られるでしょうか。こういった背景

の下、少しでも紙コップが散乱する状況を減ら

し、クリーンでエコな大会を目指そうとうことに

なりました。

　実は、もう１つのきっかけもありました。大会

に他にはない特色を出したいという背景があった

のも本当のところです。まず、コースで特色を出

すことを考えました。コース風景、コース上から

見える空港、そして中標津町を代表する山・武佐

岳、どこまでも牧草地帯に伸びる直線コース、ま

た、コース上で待ち受ける強烈な３つの坂、上り

坂、下り坂、最後にまた強烈な上り坂、なかなか

変化に富んだコース設定です。

　特色ある参加賞。地元産のじゃがいもを使った

パンやいも団子のお汁粉。これがそのパンです

が、中にごろっといもが入っていて、マヨネーズ

が乗っていて焼かれている非常に美味しいパンで

す。大会に特色を出すためにこのような工夫はし

ましたが、これだけではちょっと弱いと、環境に

配慮した取り組みはどうだろうという考えがあっ

たことも事実です。

　こんなきっかけで始まったマイカップ運動です

が、実際にどんなことを行ったかを説明します。

まずは大会前の計画、準備についてです。まず、

どうしたら散乱する紙コップは減るのだろうとい

うことで、散乱する理由を運営者、参加者それぞ

れの視点から考えました。運営側の原因としてご

み箱の大きさ、設置している位置、数など適切な

ごみ箱をしっかり準備していないのではないだろ

うか。また、運営するほうもポイ捨てが当たり前

と思っていてごみ箱にすててもらう気がない。ま

た、捨ててもらいたいけれど参加者に評判が悪い

大会になってしまうのではないかという気持ちか

ら、積極的にごみ箱に捨ててくださいと働きかけ

ることをしていないのではないか。さらに使い捨

ての紙コップを使うこと自体が原因ではないかと

考えました。

　参加者側の原因としてはごみ箱があって捨てる

べきだけれど、レースなんだから仕方がないなど

ごみ箱に捨てる意識がない。そういうものが不足

している。また、そもそもぽい捨てが当たり前と

思っていてごみ箱に捨てる意識がない。このよう

なことが原因ではないかと考えました。全体とし

てマラソン大会では当たり前の光景と思っていな

いだろうか。こんなことが紙コップ散乱の原因で

はないかと考えました。

　そこで私たち中標津十二楽走はマイカップ運動

と名付け、次のような提案を行うことにしまし

た。紙コップを散乱する状況を少しでも減らし

て、クリーンでエコな大会を目指して大きく３つ

の呼びかけを行いました。マイカップで給水を

と、給水所でのタイムロスがあまり気にならない

選手にはマイカップ、マイボトルでの給水を呼び

かけました。ごみはごみ箱へと使用後の紙コッ

プ、スポンジをゴミ箱へ捨てるように呼びかけま

した。

　クリーンでエコなマラソン大会について考えよ

うとポイ捨て、紙コップ散乱が当たり前と思って

いないだろうか。クリーンでエコな大会について

考えてみようと呼びかけを行いました。このよう

な呼びかけを行い、きれいなコースで魅力あるマ

ラソン大会を開催することを目指しました。

　参加者にただ呼びかけるだけでなく、この運動

に取り組んでもらうために運営者側として次のよ

うな取組みを行うことにしました。マイカップ

グッズの紹介・配布、マイカップ対応の専用給水

所を設置することにしました。捨てやすいゴミ箱

の設置、捨てやすい環境の整備を行うことにしま

した。マイカップ運動の趣旨・具体的な取り組み

を理解してもらうための参加者用のＰＲ資料の作

成・提示・配布を行うことにしました。

　これらのことを実施するために、それぞれ次の

ような検討を行いました。携帯しやすく飲みやす

いマイカップとはどんなものを準備すればいいの

だろう。ロスタイムが少なく、一般給水のラン

ナーがいる中で、自然に給水する方法は。捨てや

すいゴミ箱の形状・大きさは。捨てやすいゴミ箱

の設置位置は。給水地点からどれくらい離れてい

れば捨てやすいか。ごみ箱の存在を知らせ、捨て

てもらう表示方法は。クリーン、エコ、マナーに

関する他大会についての情報収集。このようなこ

とを検討しました。

　実は、この他大会での取り組みについての情報

収集が非常に大きなポイントでした。なぜかと言

いますと、マイカップ運動なるものを大会で行い

たいと実行委員会で最初に提案した時、正直、反

対意見が多数を占めました。第１回大会で準備す

べきことはたくさんあると。大会をまずは成功さ

せてからの取り組みではないか。大体、マラソン

大会でこんな給水方法は聞いたことがない。参加

者に良い印象を与えないのではないか。他の大会

で事例はあるのかと、このように消極的というか

反対意見多数。積極的に行おうという雰囲気はま

るでありませんでした。

　このように実行委員会で運動を行うことを認め

てもらうために他大会の事例を調べて、参加者用

のＰＲ資料を作成することは、参加者より前に実

行委員会メンバーを説得し、運動を理解してもら

うために非常に重要な取り組みとなりました。調

べてみるといろいろとこのような事例があること

が分かりました。まず、左一番上からいきます

が、下関海峡マラソン大会の例です。運営側が、

大会要項で紙コップのごみ箱への投げ捨てを参加者に

呼びかけています。次は、ウルトラ・ランナーズクラ

ブ、札幌にあるチームの北海道２４時間走ですが、
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この大会は周回コースと言いますが、同じところ

を何度も通るコースで走るのですが、給水ポイン

トには参加者のナンバーを記入した紙コップを置

いてあり、参加者は同じコップで何度も給水して

走るという大会です。次は、芦屋浜アスリートク

ラブの芦屋浜潮風ウルトラマラソン大会の例で

す。紙コップを洗濯バサミで帽子に止めて走り、

給水所では同じコップを使い続けて走るという例

です。

　右にいきまして、パラカップというチャリティ

マラソンの例です。リユースのコップを給水所で

使っています。次は、オガマンさんというブログ

を書いている有名なマラソンランナーの例です。

このように「私は捨てない」というステッカーを

作ってユニフォームに貼って走って、紙コップな

どのゴミ箱への確実な投函を呼びかけている例で

す。次も、やくもさんという有名なマラソンラン

ナーの例ですが、ごみ箱の設置が少ない大会で運

営者側にお願いして自作のごみ箱を設置しても

らっています。

　このような例があることが分かりました。この

ように参考にすべき取り組みが各地で行われてい

ることが分かってきました。こういった事例を集

め、運動実施に向けて実行委員会メンバーを説得

していきました。これは今日お手元にも配布して

いるものですが、運動の趣旨、具体的に行うこ

と、調べた事例などをこのようなお知らせとして

まとめています。

　これは、大会ホームページに掲載したり参加者

に事前送付したりなどして運動をＰＲしていま

す。これは新聞の地方版ですが、このようにメ

ディアにも取り上げてもらい、少しずつ運動のこ

とがＰＲされていきました。

　検討したことですが、マイカップグッズの検討

です。携帯しやすさ、給水しやすさ、価格などを

考慮してこのような５種類のグッズを準備して提

供することにしました。１つは紙コップを洗濯バ

サミで帽子に止めて走るという１個のコップで給

水して走る方法です。真ん中辺に並んでいるのは

携帯型のコップです。その下にある白黒のが、口

のとろに板バネが入っている携帯灰皿です。これ

も紙コップ代わりに携帯して使えるのではないか

と配布しています。このボトルは、スポーツドリ

ンクの小さなペットボトルに１００円ショップで

購入した小さなカードリングと、ベルトを自分で

つけて作った自作携帯ボトルです。このような

グッズを、準備して希望者に無料で提供すること

にしました。

　マイカップの給水方法の検討です。走りながら

止まらずに給水する一般ランナーと、停止して給

水するマイカップランナーが混在する状況で、双

方が安全に給水できるようにマイカップランナー

に関しては少しでもタイムロスがなくて給水する

ように、専用の給水テーブルを設置して給水する

ことにしました。これは、給水所を計画した時に

描いた絵ですが、前３つのテーブルが一般給水ラ

ンナー用の紙コップが置いてあるテーブルです。

その後に斜めになっているのが、マイカップラン

ナー用の専用給水テーブルです。これを一段下げ

るようにして配置しました。また、マイカップ用

の給水テーブルがあって、停止者がいることを知

らせる看板を一般給水用の後に設置するようにし

ています。そしてロードコーン、ロードバーで停

止者を分離するようにして安全性を確保していま

す。給水はそこの写真に出ている柄杓、ジョウロ

で行うことにしました。

　次に捨てやすいゴミ箱の検討です。まず、とに

かく大きくて走りながらでも捨てられるサイズの

ごみ箱を作ることにしました。走りながら給水し

ていると、給水テーブルのすぐそばにごみ箱が

あっても、捨てようと思った時にはすでに走り

去ってしまっていて、捨てることができません。

ですから最終テーブルから距離を置いて１０メー

トル、１００メートル離れた所にごみ箱を設置す

ることにしました。この先どれくらいの所にごみ

箱があるか、ないのか、それが分かるかどうかで

ランナーとしての意識でごみを持って走ろうかと

いうことに関わってくるので、ごみ箱がどれくら

い先にあるのかを知らせる看板も設置していま

す。この写真が大きめのごみ箱です。私たちはこ

の名前をごみではなくて、回収ボックスと名付け

て設置しています。

　このような計画・準備を行い、大会本番を迎え

ました。次に大会本番で行った運動のＰＲ実施状

況についてお話します。ＰＲについては前日と当

日の朝、受付のそばにブースを設置して運動の説

明、協力の呼びかけを行っています。このような

看板を作り、運動の説明、具体的にどんなことを

するのかを説明しています。これがブース全体像

の写真です。マイカップグッズが並べてあって、

さきほどの看板が並んでいます。ＰＲ用に作成し

た資料もその場で見てもらえるように掲示してあ

ります。マイカップに挑戦しようという人にはこ

れらを無料で配布しました。

　これが実際に受付に来た参加者に説明している

ところです。皆さん、結構好意的に説明を聞いて

くださいました。これが当日のマイカップの説明

ブースです。このような感じでＰＲ活動をして、

前日当日の合計で１２０個ほどのマイカップグッ

ズを参加者に配布しております。そしてハーフマ

ラソン５２８名、５キロ１５８名、ミニハーフ１

９５名、合計８８１名の参加者で大会がスタート

しました。

　私たちのコース上でのマイカップ運動もスター

トします。大会全体の様子をテレビのニュース映

像でご覧下さい。（ニュース上映）。参加者から



の声もいただきました。

　マイカップの利用状況ですが、数的にはこのス

タイル、紙コップを洗濯バサミでどこかに止めて

走り、給水所で利用するのが多かったと思いま

す。中には、事前のＰＲで取り組みを知って参加

者自身が工夫したマイカップで参加した例もあり

ました。これは計量カップだと思うのですが、

テープでユニフォームに付けられるように工夫さ

れています。このような参加者自らが、自分の使

いやすいマイカップを持参して利用後は自分で洗

い、また次回に使うというのが理想的な形だと考

えております。これも紙コップの例です。コース

もきれいで気持ち良かったと言ってくれています。

　これは給水所の様子です。このように停止者が

ありますという看板を設置しています。これは５

キロメートル地点のマイカップ給水所の様子で

す。この地点では、まだランナーがばらけていな

いので少し列ができていますが、タイムロスが気

にならない人は、と呼びかけていますのでトラブ

ルが起きるようなことはありませんでした。これ

も給水所の様子です。ここからは回収ボックス関

係の様子です。このような回収ボックスがこの

先、５０メートル、１００メートルのところにあ

りますという看板を設置してアピールしています。

　実際に回収ボックスに入れているところです。

これは折り返し地点のスポンジの回収ボックスで

す。これを見ると選手の体が傾いているので、も

う少し大きさがあってもよかったのかと考えてお

ります。この大会で優勝した選手もやはり回収

ボックスに入れて走ってくれました。

　これは給水所の様子ですが、コップの散乱が見

られないことが分かると思います。参加者が少な

い大会であるということもありますが、非常にき

れいな給水所になっていると思います。ボックス

の外に落ちているのは、ボックスに入れようと意

識していたけれど落としてしまったものです。皆

さん積極的に入れてくれたと思っております。

　このような感じで大会当日のマイカップ運動が

行われ、大きなアクシデントもなく終了しており

ます。次に蟻戸から大会後の参加者から寄せられ

た課題、波及効果について説明します。

（蟻戸）新たな第一歩を踏んだなかしべつ３３０°

開陽台マラソンでした。まさに初めての取り組み

ばかりでした。今後の大会に参加者の声を生かす

ためにアンケート調査を行いました。マイカップ

の運動の取り組みについてハーフマラソンの参加

者５２８人のうち１７４人から回答をいただき、

６段階評価で集計しました。満足している部分を

合わせるとおよそ７４％になります。やはり紙

コップの散乱が少なかったということ。あとマイ

カップの給水がスムーズだった。来年はマイカッ

プ持参で参加したい、この活動を続けていきたい

という声がありました。

　一方、満足しなかった方はおよそ４％です。給

水所で停止することによるタイムロスがある。そ

れと一旦止まって再び走り出すには相当なエネル

ギーが必要、負担がかかる。また、マイカップを

持って走るのはとても不便という声もあります。

その他としては、この運動に対して期待を込めた

要望ということで寄せられている声もあります。

とても良い取り組みです。他の大会にも波及する

ようにもっと宣伝、情報公開してほしいなどで

す。

　一方で、この取り組みに対する疑問の声もあり

ました。本当にこの取り組みはエコなのかと。エ

コを掲げるのであれば、ほかにもっと取り組むこ

とはないのかといった声です。これはランニング

雑誌の１面ですが、参加者の方でこの運動につい

て投稿しています。エコでクリーンな大会に感激

として、本当にきれいな大会だったということを

評価しています。やはりきれいなコースを走るこ

とができたと言う点では、アンケートの結果を見

ても、ほとんどの方に満足していただいたと感じ

ております。また、書籍での紹介ということで、

谷川真理さん監修の本にも、マイカップをラン

ナーに呼びかけるマラソン大会は全国でも類を見

ないとこの大会の特徴が紹介されています。

　今後の課題としては、参加者がこれから増えた

りした場合、タイムロスにならない給水方法やご

み箱の設置方法を検討していきたい。また、マイ

カップ以外でもクリーンでエコな取り組みについ

ても、積極的に検討していきたいと考えておりま

す。この運動の直接的な波及効果と言えるかどう

か分かりませんが、他の大会でも、意識してごみ

箱に捨てるようになりましたという声がありま

す。また、以前は、ごみ箱が設置されていなかっ

た大会でも、ごみ箱が設置されるようになったと

いうランナーからの声も聞いています。

　これらについては大会の運営者、参加者それぞ

れがマラソン大会においてごみの散乱する問題、

ごみ箱に捨てる意識について日頃から考えて取り

組んでいたことではないでしょうか。これはアス

リートクラブというランニングクラブが主催する

札幌・支笏湖ウルトラチャレンジ７０キロという

大会です。この大会では、まさしくマイカップ持

参を参加者に呼びかけています。いずれにしまし

ても、このマイカップ運動に対する賛否はあると

思います。この取り組みは、競技者の負担になら

ない範囲でできることを呼びかけていくというこ

とが非常に重要なのではないかと考えておりま

す。大会の主催者としましても、マラソン競技そ

のものに影響を出さないようにこの運動に取り組

んでいきたいと思っております。

　さて、中止になった第２回大会でも事前にマイ

カップ運動の準備は行われてきました。その内容

について牧野からお話します。
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（牧野）今後に向けてということで検討・計画し

ていたことをお話します。マイカップ専用給水所

の様子を見ていますと５キロメートル地点などは

列ができていました。少しでも、タイムロスを無

くすために５キロメートル地点は給水担当ボラン

ティアを増やすとか、テーブルを増やすなどの対

応をすべきかもしれません。また、マイカップ利

用者が増えた場合、対応できるのかとの観点から

の適正なマイカップ専用給水所の設置を検討して

いたところです。ごみ箱は、結構大きなものを設

置したのですが、もっと大きくてもよさそうで、

高さもあったほうがいいかもしれません。これも

再検討していたところです。

　携帯しやすさ、飲みやすさなどの面からマイ

カップ給水に最適なグッズを新たに探していると

ころです。第１回大会は運営側、参加者側両方に

とって初めての取り組みでしたので、グッズは中

標津十二楽走が準備し、無料で配布しています。

しかし、いつまでも無料配布なのかという考えも

あります。このまま無料提供で行くのか、デポ

ジットをとったレンタル制の導入も今回検討して

いました。理想は参加者が一番利用しやすいグッ

ズを用意して、運営側が準備した専用給水所で給

水すること。そこは参加者が自分で持ち帰って洗

浄し、また他の大会で利用する。これが資源の消

費などを考えても理想的ではないかと考えており

ます。持参の呼びかけも今回検討しておりまし

た。他のエコな取り組み、むだを無くす取り組み

としてマイ安全ピンの導入も検討していました。

これが今年検討していたグッズです。両方ともシ

リコンでできたコップです。右が折りたためる

コップで軽くて変形できるので飲みやすいもので

す。

　これは先ほど話があった、ウルトラチャレンジ

で参加者の利用があったものです。マヨネーズの

ボトルをカットしてマイカップとして利用したも

のです。マイカップ、ボトルの利用自体がリサイ

クル、リユースですし、柔らかくて軽いので飲み

やすく、携帯しやすいのではないだろうか。各自

が持参するにはこれほどいいグッズはないのでは

ないかと考えていて、こういう物も今後、なかし

べつマラソンでも紹介していきたいと考えており

ます。

　次に、マイ安全ピン運動についてです。この写

真はマラソン大会で受付してもらうナンバーカー

ドですが、これを止める安全ピンは合計８個にな

ります。安全ピンは、ほかに日常生活ではほとん

ど使われません。大会に出るたびに貯まっていく

ばかりです。この状況をどうにかしたいと、白糠

町で行われているロードレースの大会で、今年マ

イ安全ピン運動を行っています。必要のない人

は、受付で回収ボックスに返却するという呼びか

けです。

　呼びかけに対して、２００個ほどの返却があった

と聞いています。今は、プラスチックの製品も市

販されています。これを使うとユニフォームに穴

もあかないし、安全ピンのサビもつかない。ユニ

フォームも傷まないので参加者にとってもいいこ

とだし、運営側にもいいことでもあり、ぜひ中標

津でも取り組んでいきたいと考えております。

　このように、次年度に向けた検討・準備をして

いたところですが、自分たちの力ではどうにもな

らないという部分もあります。そこで、今日は３

Ｒ関係の企業の方に安くて携帯しやすく、飲みや

すいコップやボトルを作っていただけないかと。

また、参加者が停止しないで給水できる自動給水

機を作ってくれないかなどの希望があります。こ

の辺が運営側として苦労するところなので、いい

アイデアがあればよろしくお願いしたいと思います。

　最後にまとめです。１回このような運動を行っ

ただけで、まだまだ検討すべき点も多いのです

が、これからのマラソン大会のあり方を考える

きっかけを作ることができたのではないかと思っ

ております。今回の発表をきっかけに３Ｒ推進の

趣旨を理解して、マラソン大会においても取り組

めることを考えていきたいと思っております。

　ランニングがブームから文化へと変わり、持続

的にマラソン大会が開催されていくことを願い、

運動を発展・継続させていきたいと考えておりま

す。

　第３回大会は２０１１年７月開催予定です。魅

力ある大会を目指して準備中なので、皆さんぜひ

ご参加ください。今回の事例発表を行うに当た

り、写真提供等々いろいろな方から協力をいただ

いております。この場を借りてお礼を申し上げま

す。ありがとうございました。
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『マイボトル・マイカップが
　　　　　　使いやすい社会づくり』

㈲ボイスオブサッポロ　代表取締役　橋本 登代子氏
コーディネーター

ペオ・エクベリ氏（環境コンサルタント・エコライフスタイルアドバイザー）
篠　健司氏（パタゴニア日本支社　環境担当）
蟻戸昭智氏（なかしべつ３３０°開陽台マラソン実行委員会事務局）
牧野　司氏（なかしべつ３３０°開陽台マラソン実行委員会事務局）

パネラー
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トークセッション

　それでは「マイボ

トル・マイカップが

使いやすい社会づく

り」をテーマにトー

クセッションを始め

ます。改めてトーク

セッションの皆様方

をご紹介します。３

Ｒトークの講師、環境コンサルタント・エ

コライフスタイルアドバイザー、ペオ・エ

クベリ様です。事例発表者のパタゴニア日

本支社　環境担当の篠健司様です。同じく

事例発表者のなかしべつ３３０．開陽台マ

ラソン実行委員会事務局の蟻戸昭智様と牧

野司様です。よろしくお願いいたします。

マイボトル・マイカップは５年後、１０年

後には普通のことになってもっともっと輪

が広がっているでしょうね。

　将来は考えずに多くの人がマイボトル・

マイカップを持ち歩くとか。何も考えずに

そのような便利な社会になれば一番いいと

思います。それが本当のエコだと思いま

す。

　そのための地道な活動の１つですので、

皆さん時代を先取りと言うことですのでご

参加ください。テーブルにそれぞれマイボ

トル、タンブラーを用意いたしました。タ

ンブラーを紹介していただけますか。会場

で無料プレゼントされているものです。

　いいきっかけづくりですね。

　マイタンブラーも増えているのでしょうか。

橋本：

ペオ：

橋本：

ペオ：

橋本：

　少しずつ増えていると思います。東京で

は大学生の間で増えています。私は大学で

環境を教えているのですが、授業中は飲み

物を禁止しています。エコな飲み物以外は

です。つまりマイタ

ンブラーならいいの

です。今は当たり前

になっています。

　皆さんもご自分の

をお持ちですが、牧野

さんご紹介ください。

　マラソン大会で配ったのと同じものです。

スポーツドリンクの小さいペットボトルに

リングをつけて自分用にしたものです。

リサイクルです。

　マジックテープですか。

　そうです。手の大きさに合わせてありま

す。テープはこのリングで固定しています。

　走りながらでも使えるのですね。

　そうです。給水できます。

　持って走りにくい事はないのですか。

　手に握れますので気になりません。

　篠さんのは立派なものですね。

　私もランニングをするのでそれ用に使っ

ているものです。５００ミリリットルくら

い入ります。普段の練習や大会でも十分補

ペオ：

橋本：

牧野：

ペオ：

牧野：

ペオ：

牧野：

橋本：

牧野：

橋本：

篠　：

講演・トーク①　～マイボトル・マイカップが使いやすい社会づくり～
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給の役に立ちます。携帯電話や小銭なども

入れることができます。

　ジッパーがついていますね。

　もっと大量の水を持ち歩きたいという人

は、いわゆるバックパックに入れてチュー

ブで飲む人も増えて

います。そういうこ

とでペットボトルの

飲み物を買わなくて

もいいように自分で

持ち歩きます。

　それはいい考えですね。

　ランニングばかりでなく、登山でも最近

使う人が増えていると思います。

　エクベリさんのはどうでしょう。

　私のはスターバックスで売っているもの

です。国内や海外の出張の時でも便利に使

えます。ワゴン販売のコーヒーなども入れ

てもらいます。私にとっては持ちやすく大

きさもちょうどよくて使いやすいです。温

かいものでも冷たいものでも両方に使える

のです。自分にとって何がいいかがキー

ワードになると思います。無理やり使いな

さいではなくて、自分が愛情を感じるもの

を見つけると使いやすくなるし、持続可能

な行動になりますね。

　私のは１００円ショップで買ったマイボ

トルです。水を入れるところが広くなって

います。水と氷を入れることができます。

それぞれ愛着があり使い方も広がるので

しょうね。篠さんは企業が取り組むマイボ

トル・マイカップということで、本社では

３０年前から取り組んでいたのですね。

　アウトドアスポーツの製品を扱っている

会社の社員ですので、元々社内で社員食堂

の紙コップの代わりに各自が自分のボトル

を使うようになり、来社されるお客様にも

そのようなもので提供するようになったの

がきっかけです。まずは自分たちが出して

いるごみを何とか少なくするために始まっ

た取り組みです。

　素晴らしいと思います。本当に有言実行

と思います。

ペオ：

篠　：

ペオ：

篠　：

橋本：

ペオ：

橋本：

篠　：

ペオ：

　企業理念が素晴らしいもので、取り組み

やすかったのでしょうね。

　言われるとおりですね。

　他の企業でも参考にしたいという場合、

スタートとして何が一番難しいでしょうか。

　あとは有言実行だと思うのですが、先ほ

どのエクベリさんの説明で気が付かれたと

思いますが、ペットボトルやレジ袋を使い

捨てにすることはどういうことなのかをま

ず知ることが大事でしょうね。現状を知ら

ないと正しいアクションに移れないと思い

ます。そういう意識のある人が社内で広め

てグリーンチームみたいなものを作って

やっていくことがいいでしょうし、経営者

がやりなさいと言うよりは社員からやりま

しょうとなっていったほうが動きとしては

多分広がりやすいのかなと思います。

　広がっていく経過でのハードル、ネック

は何でしょうか。

　やはりイマジネーションとかデザインと

か、便利さなどその辺でしょうね。本当に

グッドライフと思ってもらうようになれば

一番いいのではないでしょうかね。

　パタゴニア社では割と楽にできたのですね。

　まあ、何も障害はなかったと思います。

　どうなんでしょう。他の企業の社員が１

人でも多くマイボトル、マイタンブラーを

持つとしたらどういうところを一番強調す

ると広がるでしょうか。

　やはり篠さんが言われたように便利さで

しょうね。だから使い捨ての物よりもマイ

ボトルを使うほうが便利な社会を作らない

といけないのです。今、どうして私たちは

使い捨ての物を使うのでしょうか。便利で

すからね。マラソンでもたくさんの使い捨

てのコップだらけでびっくりしました。走

りながら捨てるのに便利なんです。だから

それより便利になるマイボトルを使おうと

いうことが大事だと思います。

　あとは会社として考えればＰＲのチャン

スではないですかね。社員にプレゼンター

としてマイボトル、マイタンブラーを渡し

て、そこに会社名を入れてランチに持って

いくと、これはパナソニックさん、これは

橋本：

篠　：

橋本：

篠　：

橋本：

篠　：

橋本：

篠　：

橋本：

ペオ：
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ソニーさん、パタゴニアさんとＰＲになり

ます。

　さっき講演で言われていた、自分のボト

ル、タンブラーだったら味が良くなる、美

味しくなるというのは。

　より美味しくなるかどうかは個人の感じ方

ですが、少なくとも悪くはなりませんよね。

便利さを失わず美味しい味になりますね。

　私も水道の水を入れて持ち歩くことがあ

るのですが、ボトルとは別に粉末状のお茶

を持って歩いています。それも有機栽培の

お茶です。水でなくてお茶を飲みたい時は

その粉を入れるとお茶になりますので、そ

ういうことで味というところでは、水道水

でもミネラルウォーターと変わらないレベ

ルの水ができていますので、その辺も見直

していいのかなと思います。

　そうですね。蟻戸さんはパタゴニア社の

取り組みをどのように見ておられますか。

　やはり会社としてそういった取り組みが

確立されているというか、それを実行して

きているところは素晴らしい。マラソン大

会に代えてみますと、やれる範囲からやら

ないと無理してやっ

ても長く続かないと

思います。長く続け

るためには出来ると

ころからやっていく

ことからと取り組み

ましたので、無理を

しないで皆さんもや

れるところからやっていただきたいと思い

ます。

　そこは本当にチャンスだと思います。マ

ラソン、アウトドアスポーツが好きな人た

ちはたくさんいますので、楽しみながらや

ると意外に広げるチャンスと思います。無

理にではなくてですね。

　実際に牧野さん、ランナーとして、実行

委員会としてやってみてこの取り組みは正

直どう思われますか。

　ランナーとしては私も記録を追求して

走っているほうなので、一方でそのような

マイカップを持って給水してもらうのはタ

イムロスになります。だからそういうラン

橋本：

ペオ：

篠　：

橋本：

蟻戸：

ペオ：

橋本：

牧野：

ナーを私たちは否定するつもりはありませ

ん。けれどタイムロスが気にならない人は

こういう物を利用して走るという方法もあ

りますよという提案だと思うのです。エク

ベリさんの話にもありましたように、便利

さを失わないこととか、ご褒美というのが

あると思うのですが、やはり記録追求の人

にこれを説明すると便利さが損なわれてし

まいますよね。だからその辺はマラソン大

会にこれが絶対にいいというわけではなく

て、そういう競技性もありますから、両方

で進んでいってうまいこと大会が運営でき

たらと思います。

　このような取り組みは運営側と参加する

側のギャップと言いますか、隙間を埋める

のは難しいでしょうね。

　参加者に呼びかけて取り組んでもらうの

と、１００％我々がこうしてもらいたいと

いうのは人も多いので、決してそうではな

いですし、人数の多い大会になればなるほ

ど給水所での混雑も当然あるでしょうし、

ごみ箱へ捨てるには距離もありますし、本

当に運営者も自分たちのできる範囲で配慮

しなければならないし、参加者も意識を

持って取り組むと、何百メートルは持って

走れるかもしれないし、徐々に思いが一致

していくのかとは思っております。

　優勝した人も回収ボックスに入れていま

したね。

　スポンジを入れて

いましたね。だから

そういうことをして

も 優 勝 で き る の で

す。マイカップにな

るとちょっと厳しい

ですが、回収ボックスに入れる程度だった

らちょっとした気持ちの持ち方でトップレ

ベルの人でもできることです。

　トップレベルの人は許さないかもしれま

せんが、アマチュアの場合は回収ボックス

を利用するとマイナス３秒のボーナスポイ

ントが貰えるとか、キャンペーンとしては

面白いかもしれませんね。楽しさも大事か

なと思っております。先ほどのボックスを

見ていると、ちょっとはずした人もいまし

た。長い距離を走っても入れるのに失敗し

ないボックスがあればいいなと思いまし

た。長いボックスなどね。

橋本：

蟻戸：

橋本：

牧野：

ペオ：
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　ごみ箱とか箱物で考えるとどうしても物

が限られているような感じがあるのです

が、投げ捨てられる受け皿的な物を長く用

意するというのは、今後の検討課題として

考えていたことです。

　篠さんもランナーですが、中標津の取り

組みについてどう思われますか。

　非常にユニークというか先進的で、こう

した大会が増えていくと、マラソンをやる

方はいろいろな大会に出て、自分の目標を

持ってやっていると思うので、ある大会で

それを経験すると他の大会でもやってくだ

さいという意見を言う方も増えてくると思

います。

　私は山を走るマラソンをやりますが、そ

うした中でも大会によってはごみの問題で

はありませんが、事前に植林活動をすると

か、ボランティア活動をした人に優先的に

出場権があるとか、いろいろな大会が出て

きていますので、そのアスリートの方たち

にもそういう環境について考えていただく

機会になると思います。

　確実に広がっていますね。ペオさんの本

に環境を考える行動はスポーツと似てい

る。何度も繰り返すことでその動作が自然

になってきて上達するとあります。まさに

そういうことではないでしょうか。

　私はそのように思っております。いろい

ろなルールも決まっていますが、レジ袋を貰

わないと決めていても、店の人がサービスで

すよと言えば負けてしまうこともあります。

何度も何度も繰り返して貰わないようにす

る。スポーツの世界でも何度も繰り返し練習

することで上達します。そして生活の一部に

なってしまいます。トレーニングすると走る

ことも結構楽になると思います。

　まさに身近なところから３Ｒに参加でき

ますね。ちょっとした意識の変化によって

ですね。

　その通りですね。３Ｒはとても重要なこ

とです。

　会場の皆さんからも質問やご意見、感想

を聞かせていただきたいと思います。

　本当にこれから資源を無駄にしない。地

球環境汚さないために勉強になりました。

蟻戸：

橋本：

篠　：

橋本：

ペオ：

橋本：

ペオ：

橋本：

会場１：

１人ひとりが環境を意識しなければごみば

かりの国になってしまうと思います。将

来、子供たちのためにも我々は今のうちに

やらなければと、責任の重さを感じており

ます。

　今年中止になったのはどういう理由ですか。

　宮崎県で発生した口蹄疫の影響です。中

標津町は酪農業が基幹産業で、マラソン大

会に全国から多くの人が来るということ

で、コースには牧草地帯も含まれますの

で、重大な影響を与えないためにやむなく

中止となりました。

　来年７月はぜひ参加してください。

　今は自然の物を使うようにし、ごみを減

らすように工夫しています。

　素晴らしいですね。やはり自然の物を使

うのは次の段階として、土に戻すこと、自

然に返すことができる。分解される素材で

できたボトルやカップがあれば落ち葉と同

じように土に戻ります。その栄養を利用し

て木や花がまた育ちます。この環境循環型

社会の自然素材を作るのが本当の目的で

す。

　スウェーデンでは地上と地下という考え

方があるそうですね。

　それは自然から学んだことです。数百

万、数千万の動植物はごみを捨てません。

ＣＯ２も出しません。彼等は資源として地

上の循環だけ使っているのです。唯一、地

下から取る石油を使うのは我々人間だけで

す。すべて地上に切り替える。自然素材を

使うとＣＯ２もごみもなくなります。

　最後にこのイベントに参加されての感想

と、こうした運動をより広げるにはどうし

たらいいかをお伺いします。

　私たちのマラソン大会で取り組み始めた

きっかけは完全にこの３Ｒの趣旨に基づいて

のものではないのですが、今回この企画に参

加して、改めて３Ｒの考え方を知り、このよ

うなことも取り入れてマラソン大会をより良

くしていきたいと思っております。

会場２：

蟻戸：

橋本：

会場３：

ペオ：

橋本：

ペオ：

橋本：

　

　　

牧野：
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　マイカップ、マイタンブラーを持たない

でここに上がってしまいました。こうした

物を皆で使おうという取り組みには今まで

あまり関心がありませんでした。マラソン

を始めたことでこのような場にも出させて

いただきましたし、やはりきっかけですの

で、少しずつできるところからやっていき

たいと思っております。大会の運営につい

ても同じように皆さんの負担にならないよ

うにやっていきたいと思っております。

　私共はアウトドアのためのウェアを作っ

ていますが、やはりその自然を守るという

ことは当然やっていかねばならない義務と

思っております。その中に衣服も含めて循

環できる３Ｒの社会、仕組を作っていくこ

とにぜひ貢献したいと思っております。さ

らに４Ｒ、５Ｒ、リセール、リパーパスな

どまだまだ最終的に廃棄されるまでに私た

ちができることがあるかと思っておりま

す。リペア、修理をして長く使うことも広

げていくことで貢献できればと思っており

ます。

蟻戸：

篠　：

　今日、篠さんのお話をはじめ、マラソン

の失敗、成功事例を聞いていろいろ学ぶこと

ができました。本当にありがとうございま

す。とてもよかったと思います。３Ｒは実行

すれば意外に結果が出ます。篠さんのＲにも

う１つ追加したいのはリターンです。返す。

結局私たちが使っている自然に返すことがで

きるかどうか、そのＲです。これを追加する

とエコマジックが始まります。

　エコマジックがキーワードですね。パネ

リストの皆さんありがとうございました。

　

ペオ：

橋本：



『北海道エネルギーのＥＣＯチャレンジ
　　　～マイボトル・プロジェクト～』
発表者：北海道エネルギー㈱ 総合企画部 業務部
部長 菊地 健二 氏・販売企画課 竹川 玲奈 氏
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事例発表③

（菊地）皆さんこんにちは。北海道エネルギーの

菊地です。本日は３Ｒ推進北海道大会にお招きい

ただきまして大変感謝しております。ありがとう

ございます。

　弊社、北海道エネルギーはまだ設立３年目の新

しい会社です。社名をご存じでない方が皆様の大

半かと思いますので、ちょっと紹介させていただ

きます。

　弊社は北海道の主要都市及び近隣の地域でガソ

リンスタンドを運営する会社です。環境問題とガ

ソリンスタンド。なかなかキーワード的に結び付

かないと思いますので弊社のことを簡単に説明し

ます。弊社は会社設立時より新時代総合エネル

ギー企業を目指しております。つまり、これから

の時代すべてのエネルギーを取り扱い、そのエネ

ルギーをお客様に提供する企業を目指すというこ

とで取り組んでおります。

　現在、新聞やテレビなどのメディアでは様々な

エネルギーを利用した環境に優しい自動車が話題

に取り上げられています。代表的なのはＮＧＶ、

ナチュラル・ガス・ヴィークル。この辺でも最近

走るようになりましたが、天然ガスで走る車で

す。次にＥＶ、エリクトリック・ヴィークル。電

気 で 走 る 自 動 車 で す 。 最 後 に Ｆ Ｃ Ｖ で す 。

フュー・セル・ヴィークル、水素で走る燃料電池

の自動車です。

　自動車がどんなエネルギーで走るようになって

も、弊社としましてはそのエネルギーをどんどん

提供していきたいと考えております。このように

世の中では環境に優しい自動車の話題に集中して

いますが、まだまだ街中を走る車の全てが環境に

優しい車ばかりではありません。当面、自動車を

走らせるエネルギーはまだまだガソリンが主流で

あると考えております。

　エネルギーには石油をはじめ石炭、ガス様々あ

りますが、北海道経済産業局のデータによると、

全国の石油依存度というのは５０％を切り、４

９％になっています。これは石油から違うエネル

ギーにどんどん転換されているという証拠です。

それに比べて北海道はまだ石油への依存度が６

３％と、全国レベルよりも高くなっています。北

海道は東京など首都圏に比べて公共交通機関が思

うように発達していない。まだまだ自動車に頼る

生活が中心です。また、北国であるために暖房用

の灯油や重油に頼っている現実があると思いま

す。

　以上の通り、北海道はまだまだ石油を必要とし

ており、それを安定供給することが私共、北海道

エネルギーの責任と役割だと考えております。

　皆さんご存じの通り、石油を燃焼させるとＣＯ２

が排出されます。私共が直接このＣＯ２を排出す

るわけではありませんが、弊社から石油を買って

いただいているお客様が乗っている自動車や石油

ストーブからたくさんのＣＯ２が排出されます。

そんなＣＯ２と密接な関係にある石油を販売する

企業の責任として何かＣＯ２削減の取り組みがで

きないかと考えておりました。弊社のコーポレー

トコピーは「もっと優しくもっと明日へ」です。

私たちがこのコピーに秘めた思いは、人と車に

もっと優しく、地域社会や環境に思いやりをもっ

て、北海道の未来そして次世代エネルギーととも

にもっと明日へ、大きくて安心で優しく明日を見

つめる企業になりたい。何よりもお客様と地域

とって有益な企業でありたい。私たち北海道エネ

ルギーが果たすべき責任、北海道の人々のために

何ができるかということを模索していたところ、

この３Ｒ活動にめぐり合うことができました。

　その中でもマイボトル、マイカップの利用を促

進し、ペットボトルを減らそうという取り組みは

弊社の社員のみならず、私共のガソリンスタンド

を利用していただく全てのお客様と一緒になって

取り組めるのではないかと考えました。出来るこ

とから始めよう。この合言葉をもとにまだまだ規

模は小さいですが、給水スポットとして弊社のガ

ソリンスタンド５店舗に給水機を設置しました。

また、マイボトルの利用促進を目的に、お客様に

無料でプレゼントいたします。そのマイボトル・

プロジェクトを始めました。この詳細については

竹川が説明します。

（竹川）北海道エネルギー環境推進担当の竹川で

す。大切な地球と未来のためにできることから始

めよう。マイボトル・プロジェクトの目的はマイ

講演・トーク②　～マイボトル・マイカップが使いやすい社会づくり～
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ボトル・マイカップを推進しよう。ペットボトル

を使わないようにしよう。その結果、ＣＯ２を削

減させようというものです。ではなぜＣＯ２削減

のためにペットボトルを減らすのか簡単にご説明

します。

　ペットボトルの一生はまず原材料、原油です。

その原材料を運ぶ船からＣＯ２が排出されます。

次に製品化される製造工場で多くの機械を動かす

ためにＣＯ２が排出されます。そして商品化され

たペットボトルは皆さんが買いに行くスーパーな

どのお店に運ぶトラックからも排出されます。

　ペットボトルの一生は飲み終わって最後ではあ

りません。最後にはリサイクル工場で加工される

のですが、その工場の多くの機械からもＣＯ２が

排出されるのです。普段はとても便利なペットボ

トルですが、たくさんのＣＯ２を排出するものな

のです。

　ではペットボトルがどれくらいＣＯ２を排出す

るか説明します。５００ミリリットルのペットボ

トル１本から８６．７グラムのＣＯ２が排出され

ると言われています。私たちが毎日１本ペットボ

トルを飲んだとすると１カ月で３０本、ＣＯ２に

換算すると２．６キログラム、１年間では３２キ

ログラムになります。ＣＯ２３２キログラムは杉

の木２．３本分が吸収するＣＯ２に相当します。

　そこでペットボトルをなるべく使わず、繰り返

し使えるマイボトルを推進しようということでマ

イボトル・プロジェクトを始めました。しかしマ

イボトル・プロジェクトを推進するに当たり私共

北海道エネルギーだけではできることに限りがあ

ります。そうだ、北海道エネルギーにはたくさん

のお客様がいらっしゃるんだ。お客様と一緒にマ

イボトル・プロジェクトを盛り上げていこうと考

えました。

　マイボトルの利用を促進するにはマイボトルカ

フェやスーパーの給水機のような飲み物を提供す

る場所が必要となります。当社のお客様が立ち寄

りやすい場所、それは当社のガソリンスタンドで

す。それではガソリンスタンドに給水機を設置し

て給水スポットにしてしまおうということで環境

省の実証実験に参加することとなり、札幌市内５

店舗と本社ビルに合計６台の無料給水機を設置

し、環境に関するアンケートを集めることとしま

した。それがマイボトル・プロジェクトの始まり

です。

　３Ｒ推進活動の取り組みでリユース、再利用の

目的でペットボトル飲料を買わずにマイボトルを

使っていただけるよう、ガソリンスタンドで簡単

なアンケートにご協力いただいたお客様にオリジ

ナルマイボトルをプレゼントいたしました。こち

らがその様子です。そしてこちらがそのマイボト

ルです。

　次にリデュース、発生抑制を目的としてマイボ

トルを積極的に使っていただけるように弊社はガ

ソリンスタンドに給水スポットとして無料給水機

を設置しました。この設置に当たっては沢田建設

様、寺岡精工様のご協力の下設置されました。給

水機を設置した日から数日間、私共事務局もガソ

リンスタンドで一緒にお客様へアンケートのお願

いをいたしました。快くアンケートにご協力いた

だけるお客様が多く、給水機の水もおいしいよ、

また来るねと言っていただけるお客様もたくさん

いらっしゃいました。

　次にマイボトルを積極的に使うシーンとして北

海道エネルギーはどのような立場で支援できるの

か考えてみました。まず、１つ目にドライブに出

かける時です。ドライブの前にガソリンを入れ、

そのついでにマイボトルに水を入れて出かけるこ

とで途中ペットボトル飲料の使用を減らすことが

できると思います。また、外回りをしている営業

マンが会社の車にガソリンを入れるついでに水を

入れたり、もしくは水を入れるためだけにでもス

タンドにお立ち寄りいただければ、マイボトルの

利用頻度もますます上がるのではないでしょう

か。

　給水機はたくさんのお客様の目につくよう、お

店の入り口に近い位置に設置し、デザインは水を

イメージしやすいものとしました。また、マイボ

トルを利用している方々の悩みとして外出先でマ

イボトルを洗う場所がないと聞いておりましたの

で、給水機の横に専用のミニシンクを設置し、い

つでも洗えるようにしました。マイボトル・プロ

ジェクトにおいてアンケートにご協力いただいた

お客様は２，０００名を超えました。つまり２，

０００個のマイボトルを受け取っていただいてお

ります。給水機を設置し約半月の利用状況を調べ

たところ、店舗により異なりますが１店舗１日２

０リットルから３０リットルのご利用がありま

す。人数換算すると４０名から６０名です。

　ここで気になるアンケート結果ですがマイボト

ルは環境によいと思いますかの設問に対し、９

７％のお客様が環境に良いとお答えをいただいて

おります。また、今後マイボトルを使っていきた

いと考えますかとの質問に対し、９３％のお客様

がこれから使っていきたい、よいきっかけになっ

たとお答えいただいております。これらのアン

ケート結果により、お客様の環境に対する意識の

高さが分かりました。現在、給水機の利用状況は

１日に２０リットルから３０リットルですが、お

客様の意識が広がることにより１日５０リットル

のご利用を想定しております。５０リットルは

ペットボトル１００本分になります。それを１カ

月に換算するとＣＯ２２４３キログラムは杉の木

７本分が吸収するＣＯ２量に相当します。また、

１年間に換算するとＣＯ２２，９００キログラムは

杉の木８４本分が吸収するＣＯ２量に相当します。
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　毎日マイボトルを使って水を飲み、ペットボト

ルを使わないことでこんなにたくさんのＣＯ２削

減につながることが分かりました。以上が、北海

道エネルギーが取り組んでいる３Ｒ活動のリ

デュースとリユースです。

　そして３つ目のリサイクルを目的とした取り組

みとして弊社では、全道１９３店舗にペットボト

ルの回収箱を設置しております。また、天ぷら油

の回収事業支援も行っております。家庭で不要と

なった廃天ぷら油は再生重油、産業燃料として加

工することができます。再生重油を作るにはお客

様に廃天ぷら油を弊社のガソリンスタンドに持っ

てきていただきます。弊社のガソリンスタンドで

は、それを一時お預かりし、障害者施設の方々に

回収に来ていただき、そのまま再生工場へと運ば

れております。障害者の方々が行っている回収業

務は自立活動支援にもつながっており、弊社では

リサイクルという考え方と福祉活動のお手伝いと

捉えております。

　それでは、もう一度北海道エネルギーの３Ｒ活

動を紹介します。リデュース、発生抑制の目的で

はマイボトルを利用するお客様のために給水ス

ポットを５店舗用意させていただきました。リ

ユース、再利用の目的では、より多くのお客様に

マイボトルをご利用していただくためオリジナル

マイボトルをプレゼントしました。リサイクルの

目的では全道の店舗においてペットボトルの回収

箱を置いてあることと、天ぷら油回収事業支援を

行っています。

　今後の目標としまして、さらなるエコチャレン

ジと掲げさせていただきました。内容としまして

は無料給水機をさらに増やしていきたいと考えて

おります。もちろん、新規設置店ではオリジナル

マイボトルをプレゼントさせていただきます。ま

た、店頭において取り組み内容の告知活動を強化

することと、自社ホームページのアピールでこの

取り組みを更に広げていきたいと考えておりま

す。

　最後にもう１つの目標として３Ｒを目的とした

地域コミュニケーションの創出を目指しておりま

す。この取り組みは当社だけでは本当にちっぽけ

なものに終わってしまいます。今回のように、お

客様と一緒に取り組むことによりその成果はより

大きなものとなります。また、地域とのつながり

をしっかりと持つことにより、さらに大きな取り

組みになると考えております。北海道エネルギー

はこの取り組みを通じてお客様、地域の皆様との

つながりを大切にしていきたいと考えておりま

す。マイボトル・プロジェクトはまだまだ小さな

取り組みですが大切な地球と大切な未来のために

北海道エネルギーは頑張ります。出来ることから

始めよう。ご静聴ありがとうございました。
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『香露茶館の中国茶と
　　　　　　　マイボトルサービス』
発表者：中国茶専門店「香露茶館」オーナー

田名部 康平 氏

事例発表④

（田名部）皆さんの中で専門店で中国茶を飲まれ

た方はおいででしょうか。あまりおられないよう

ですね。では店舗の説明とお茶の説明、中国茶の

専門店とはどんなところかをご紹介してマイボト

ルサービスのお話をします。

　私の店は札幌西区八軒にあります。店は喫茶、

茶葉の販売とテイクアウト、茶器の販売、中国語

も教えています。私の妻が中国人で、中国語と中

国書法を教えています。８月に山の手から現在地

に移転したのですが、山の手にいた頃、朝茶とい

うサービスをやっていました。朝７時くらいから

テイクアウトだけでしたが、出勤や散歩される方

にサービスしていました。それをやっていた時

に、店側として不満があったというか、欠点を感

じていました。中国茶というのは、皆さんが思っ

ている以上に量が出ます。どんな茶葉でもそうで

すが、少なくても１リットル以上は必ず出ます。

テイクアウトの紙コップはそんなに入りませんか

ら、余ったものを捨てるか私たちが飲むか、サー

ビスで出すかしかありません。

　それをずっと悩んでいたのですが、ある時、象

印さんから給茶スポットを始めるので参加しませ

んかという話がありました。これは地域に根づい

ている小さな喫茶店から始めようという試みで

す。例えばマイボトルを持っていく方は家からお

茶やコーヒーを入れていくわけです。それを飲ん

でしまった後はどうするのか。どこで補充するの

か。ペットボトルを買ってきて入れるのかという

話になると思うのです。

　それを地域に根づいている喫茶店で給茶ができ

たらいいなという話だったのです。それに早速

乗ってそのサービスをすることにしました。特に

うちは量が多いのです。そうすると、少しの量で

は心苦しかったので、できるだけ入れることにし

ました。例えば２リットルの水筒にでも出るだけ

のお茶を入れるようにしています。

　給茶の実績、お客さんの利用度はどれくらいか

というと、大体利用者は限られてしまいます。マ

イボトルを持っていても、持ち歩かない人が多い

です。なぜかと言いますと出かける時にわざわざ

持つのは邪魔になるとか、入れるのが面倒だとい

ことです。いつもカバンに入れておくといいので

すが、それを持っていて、お茶を飲む時にそれを

使うかというと皆さんなかなか使わないそうで

す。

　うちではそれを何とか使っていただけるように

サービスを考えていました。先ほどのペオさんが

割引サービスの話をされましたが、うちでは１０

０円割引にしています。それでちょっとお得感が

出たほうが皆さん、使ってくれるかなと考えまし

た。どうしても何か環境のために、エコのために

と構えてやるとなかなか利用が少ない。うちでは

マイボトルを持って来る人は１日平均多い時で５

名くらい、少なければ１人くらいです。それはう

ちのサービスを説明してやっとそれくらいの数で

す。最初の頃は象印さんの給茶スポットの店の

シールを見て質問する人に説明してもピンとこな

い人が多かったです。今やっと少しずつ皆さんが

使うようになってきているので、せっかくですの

でどこかでもやってくれたらと思っております。

　用意してありますので、ここで実際に入れてみ

たいと思います。店でやっているようにマイボト

ルへの給茶のやり方をお見せします。皆さんが

持っているボトルに入れます。（給茶実演）中国

茶にはいろいろありますが、大体皆さんが思い浮

かべるのはペットボトルのウーロン茶だと思いま

す。実は中国では緑茶の生産が最も多く、約８

０％は緑茶だと言われています。ウーロン茶も茶

色の物がメインではなくて、緑茶に近い緑色の物

が一般的に飲まれているウーロン茶です。今日は

それを入れてみます。ご家庭では普通の急須でい

れてもかまいません。作法では一煎目は捨てま

す。このように茶玩具にかけて茶の色や香りを付

けます。ウーロン茶は十二煎くらいとれます。

　中国ではマイボトルはこのようなものが一般的

です。太空杯と呼ばれるものです。茶漉がついて

います。これを持ち歩いて中国国内ではどこでも

お湯を貰えますので、これに茶葉を入れるとお茶

が飲めます。中国では特にエコという考え方では

なく、冷たい飲み物を飲む習慣がありませんの

で、温かいお茶を飲むためにこれを持っているの

です。現在では若者はあまり持たなくなってきま
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した。ペットボトルの冷たいウーロン茶も元々は

なかったのですが、サントリーが逆輸入で売って

います。

　元々は健康にいいか悪いかでしたが、最近は

ペットボトルを捨てたりするようになってごみが

増えているようです。そういうことを気にして行

動することが日本でも中国で必要なことだと感じ

ています。お茶は温かいほうか美味しく、香りも

あります。特に冷え性の方は夏でも温かいものを

飲むことをおすすめします。環境のためというと

どうしても仰々しくなってしまうのですが、昔の

文化を見直すと体にいい事、美味しく食べたり飲

んだりすることが自然と環境につながっていま

す。便利さが欠けると推進していくのは難しいと

思いますが、不便さを上回る美味しさがあるとま

た違うのかと思いたいです。

　私個人的にはマイボトルの利用はむずかしいと

は思います。マイボトルで飲んで楽しいとか、美

味しい、面白いと感じて利用いただければと思い

ます。ぜひこの会場でプレゼントされたマイボト

ルを持って私の店へ来て美味しいお茶を楽しんで

ください。
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『マイボトル・マイカップが
　　　　　　使いやすい社会づくり』

㈲ボイスオブサッポロ　代表取締役　橋本 登代子氏
コーディネーター

ペオ・エクベリ氏（環境コンサルタント・エコライフスタイルアドバイザー）
菊地健二氏（北海道エネルギー㈱総合企画本部 業務部 部長）
小野隆則氏（北海道エネルギー㈱総合企画本部 業務部 販売企画課 課長）
田名部康平氏（中国茶専門店「香露茶館」オーナー）

パネラー

トークセッション

 それでは３Ｒトー

ク、事例発表に出演

していただいた皆さ

んによるトークセッ

ションを開催いたし

ます。テーマは「マ

イボトル・マイカッ

プが使いやすい社会

づくり」です。よろしくお願いいたします。

　今日、この会場で北海道エネルギー社が無

料でタンブラーを配布しています。どうやっ

たら入手できるか教えていただきますか。

　もうなくなったようですが、アンケート

にご協力いただいた３００人の方に配布い

たしました。ありがとうございました。

　その中に入っているお茶について田名部

さん、紹介していただけますか。

　会場で私のところのスタッフが給茶サー

ビスしています。中国茶です。

　マイタンブラーというのはこれからのも

のですね。

　そうですね。少しずつ増えていますが、

先ほど田名部さんが言われたようにまだピ

ンと来ないのかもしれません。何のために

これを使ったほうがいか、一度分かってし

まうと忘れないと思います。私は東京に住

んでいますが、少しずつ広がっています。

　おしゃれで、いろいろ工夫があるようで

すが。

橋本：

菊地：

橋本：

田名部：

橋本：

ペオ：

橋本：

　弊社のオリジナルで、アンケートにお答

えいただいたお客様にプレゼントしてお

り、今後も配布を続けていきたいと思って

おります。３００ミリリットルは入りま

す 。 弊 社 の 給 水 ス

ポット以外にも自分

で好みの飲み物を入

れ た り 、 そ う い う

サービスをしている

店でどんどん使って

もらえばと思ってお

ります。

　無料給水スポットがあって、給茶スポッ

トもできてきて、時代が変わったことを感

じましたね。第１部のトークセッションで

はオフィスや企業から見たマイボトル・マ

イカップが使いやすい社会についてお話い

ただきましたが、今回は取り組みを進めて

いくための支援、サービスとしての立場か

らのお話を展開してまいります。そう言う

と何となく固いイメージがありますが、そ

うではなくて給水スポットや給茶スポット

が増えていることを、どう自分たちの生活

の中で使うかというお話です。まず、ペオ

さんから事例発表を聞かれての感想からお

願いします。

　北海道エネルギーさんのお話は大変良

かったと感じています。「エコ偏見」とい

う言葉があります。プラスチックのペット

ボトルを使わないことで、ＣＯ２削減につ

ながるわけですが、それではビジネスにつ

ながらないというエコ偏見があります。今

日、北海道エネルギーが小さなステップな

がらも証明したのは、そうではなくて会社

小野：

橋本：

ペオ：

講演・トーク②　～マイボトル・マイカップが使いやすい社会づくり～
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として化石燃料が減っても新しいビジネス

が表れることです。素晴らしいです。一歩

を踏み出すと面白いことが表れます。

　中国茶の場合、中国で昔からマイボトル

の習慣があるのは知りませんでした。面白

いと思いました。もっとも中国ではエコと

いう意識ではないようですが、どんどん化

石燃料を使わない社会になりつつあります

ね。ソーラーや風力も非常に増えています

しね。

　北海道エネルギーさんの無料給水システ

ムというのは始まって１カ月ほどですね。

お客様の声はどうですか。

　始めたばかりで広めようという努力をし

ております。その活動がこのタンブラーを

できるだけ手にしてもらおうということで

声をかけています。まだまだ数は少ないで

す。使っていただい

て い る お 客 様 か ら

は、タンブラーより

も水がおいしいとい

う こ と を 言 わ れ ま

す。アンケートでも

よいきっかけになっ

たと言われる方が多

いです。

　この会場でも初めて知ったという方が多

いようですね。私自身もこのイベントで初

めて知りました。少しずつ広めていくこと

が大事ですね。最終的にはどのように進む

のですか。

　現在５カ所で実証実験の形で進めていま

す。ドライブのお客様が多いセルフの店が

南区のチャレンジ川沿、厚別区のチャレン

ジ新札幌、手稲区のチャレンジ手稲イン

ターの３カ所と、あとは企業の営業マンの

多い中央区の南４条、白石区米里の２カ所

です。

　ここでどういった展開がされると理想的

でしょうか。

　当然、我々が広げていかなければならな

いという使命感はあります。それよりも皆

さんのほうからどんどん増やしてほしいと

いう声が寄せられるとやりやすいかと思っ

ております。

　アンケート結果で９３％がマイボトルを

橋本：

菊地：

橋本：

菊地：

橋本：

菊地：

ペオ：

続けたいと答えているのには驚きました。

そこまでなってきたのですね。チャンスで

すね。

　北海道エネルギーさんは給水が仕事では

なく、石油が仕事なんですよね。

　ＣＯ２を排出する石油という商品を販売す

る会社の責任としましてＣＯ２削減に取り組

む一環として３Ｒ活動を推進していこうと、

会社として社会に貢献できるのではないかと

いう考えの下、今回のような活動が始まりま

したので、これをきっかけに我々ができるこ

とは小さいのでお客様や地域の皆様に裾野が

広がっていくと、活動が大きなものになると

思って活動しています。

　イメージ作りを越えたところにあるので

すね。

　そうですね。

　面白いと思いますよ。北海道エネルギー

が「エネルギーを売る会社」と紹介してい

ますが、そこですよね。私も何が欲しいの

かを問いかけました。容器なのか飲み物な

のかと。世界中のエネルギー会社は石油を

売りたいか、エネルギーを売りたいか。最

終的には儲けるのであればエネルギーで

す。そこはチャンスだと思います。

　給水スポットをもっと増やすとなると給

水機も増設しなければなりませんね。その

費用はどこからでるのですか。

　お客様から、「これはいつから有料にな

るのですか」と聞かれることがあります。

今だけ無料なのかということです。私たち

はこの３Ｒ活動を営利とは考えていませ

ん。私たちの責任として給水スポットを増

やす、マイボトルをお勧めする。ただしマ

イボトルはかなりの費用がかかるので、無

料プレゼントには限りがあります。

　結局、会社の投資ですよね。会社として

は社会的責任を果たす。私たちの目には素

晴らしい活動と映ります。

　私たちはつい採算のことを考えてしまう

のですが。

　費用対効果はお客様のエコ意識が高まる

ことだと思っております。

橋本：

菊地：

橋本：

菊地：

ペオ：

橋本：

菊地：

ペオ：

橋本：

菊地：
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　そうでなければ始められないと思います。

　給水機というのはいろいろなタイプがあ

るのですか。

　ガソリンスタンドに置けるものは今の寺

岡精工さんのタイプだけだと思います。

　そこで中国茶を出すといいかもしれませ

ん。何かコネクションがありそうですね。

　お湯が出るのであれば、茶葉が入れられる

このボトルを持っていくとお茶が飲めます。

　お湯についてはまだ安全上の配慮などい

ろいろありまして、現在は水だけの提供に

なっています。機械が今後改善され、安全

対策もされるとお湯も供給できるようにな

ると思います。

　田名部さんのやり方では「どこでもカ

フェ」が実現できますね。素晴らしい考え

方ですね。

　田名部さんのサービス店舗としての考え

ですが、現在は札幌市内に５店舗ですか。

　象印さんの給茶スポットに加盟している小

さな喫茶店ですね。大きなところだと大抵入

れてくれます。近くの喫茶店で入れられると

一番いいのです。そこでペットボトルではな

く、普通のお茶やコーヒーを飲んでもらうと

あ り が た い わ け で

す。あとはボトルを

出すことを恥ずかし

がらずにやることで

す。出して当たり前

という風潮になると

いいですね。

　エコバッグも以前はそうでしたが、時代

が変わりましたね。

　お茶も前はご家族連れのお客様が多かっ

たのですが、今は通勤のサラリーマンの方

が普通に持ってくるので、少しずつは変

わってきていると感じています。

　女性の目から見ると、給茶でマイボトル

を出す男性がいたら素敵だと思います。意

識が高いと思いますね。これからは性別や

年齢に関係なく、普通の行動になってくる

といいですね。

ペオ：

橋本：

菊地：

ペオ：

田名部：

小野：

ペオ：

橋本：

田名部：

橋本：

田名部：

橋本：

　若い方や外で働いている人は目にする機

会も増えると思います。ただ、年齢の高い

方には定着しないのかなとは感じていま

す。今はお客様から他の給茶スポットの情

報を聞くこともあります。

　これから広げるにはどのようにしたらよ

いと思われますか。

　一番は使い勝手がいいことだと思うので

す。例えば北海道エネルギーさんでボトル

をいただいて、使うスポットが多いと増え

るでしょうね。使える情報を告知していく

ことも必要ですね。

　田名部さんが先ほど、ピンとこないとい

うひとを言われましたが、かつてはス

ウェーデンでも、スーパーなどでエコ商品

が売れない時代がありました。オーガニッ

ク商品などもです。そこで分かったのは売

り場の位置も店の奥のほうで良くなかった

し、どうしてエコ商品を買わなければいけ

ないのか、選ばないといけないのか、なぜ

賢い商品なのかという説明も一切なかった

ですね。ところが店の一番目立つ所に置い

て、大きな看板で説

明 す る よ う に な る

と、つまり動植物の

保護のためなどの説

明があると関心が高

まったのです。目的

をはっきりと訴える

とピンとくると思い

ます。

　スウェーデンでは店側が積極的にやった

のでしょうか。それとも消費者側のニーズ

に高まりがあったのでしょうか。

　もちろん消費者の側からです。消費者の

意識の変化です。エコの商品のない店には

行かない。そういう商品を置いたら行くよ

うにしますと。批判プラス提案ですね。批

判で終わってはいけません。例えばエネル

ギー会社で化石燃料を扱うことへの批判は

あると思いますが、どうすればいいのかと

いう提案も大事なのです。

　北海道エネルギー社はまず小さな入り口

を作りましたね。マイボトルは小さなこと

ですが、シンボル的には非常に大きいこと

です。そこを私はほめたいですね。

　スウェーデンの給水とか給茶の状況とい

田名部：

橋本：

田名部：

ペオ：

橋本：

ペオ：

橋本：
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うのはどのようですか。

　給水よりもいろいろな商品の量り売りが

あります。スウィーツファクトリーの量り

売りを世界で最初に導入したのがスウェー

デンです。それからお茶、コーヒーなども

量り売り、ばら売りがあります。日本でも

少しずつ無印商品などでこのやり方を広げ

ていますね。スウェーデンでは商品の価格

の１０％は包装の費用という調査結果があ

ります。それを減らすと商品も当然安くな

るはずです。会社としては買うお客が増え

るし、客も満足する。一石三鳥くらいにな

りますね。

　飲料もペットボトルが無ければ安くなる

かもしれませんね。今は給水スポットが少

ないのでやむなくペットボトルの中身をマ

イボトルに移していますが。

　私の所では１００円引にしていますし、

茶葉を量り売りにしています。ジップ付き

の袋に入れて売っていますが、またその袋

を持って来ると１０％引にしています。

　私のこれまでの経験では、５０円引がこ

れまでの最高でしたが、１００円引は世界

記録です。

　昔はお豆腐を買うのに入れ物を持ってい

きましたが、ああいうのでも構わないので

しょうね。

　そうですね。私の店でも自分の入れ物を

持って来る人がいます。店に何枚も袋を使

わせるのは悪いし、値引きしなくてもいい

から自分の袋にという気づかいです。

　フランスではフランスパンを包装なしで

買うのが普通ですよね。かっこのよさもあ

りますね。日本で同じようにネギを持って

歩くとかっこ悪いと言われます。何が違う

のでしょうね。

　ところでスウェーデンでは古着の回収ス

ポットがあり、何キロメートル食べたかと

言う会話があるということと、小さい頃か

ら環境教育が行われていると聞きますが、

どのようなことなのでしょう。

　先ほど紹介しました粗大ゴミのためのリ

サイクルセンターと有害ごみの環境ステー

ションがあります。有害ごみには化学物質

ペオ：

橋本：

田名部：

ペオ：

橋本：

田名部：

ペオ：

橋本：

ペオ：

を含む化粧品なども対象です。そこで古着

も回収します。化学物質を含む衣類も有害

ごみです。ですから、オーガニック素材の

衣類を意識するようになります。私も今日

は服も、ジーンズも靴もオーガニックで

す。そのまま土に返すことができる素材で

す。普通Ｔシャツ１枚、ジーンズ１本に普

通は３キログラムほどの殺虫剤が使われて

いるそうです。また、それを運んだりする

ことでもＣＯ２が出ます。

　環境教育ではエネルギーについて必ず学

びます。小学生が最初に学ぶのは食べ物か

らです。食べることは元気の元ですし、食

物や捨てられる物に残るエネルギーのこと

も学びます。首都ストックホルムでは、す

でに２５％のＣＯ２削減を実現していま

す。市内を走るバスのすべては化石燃料を

使っていません。バナナの皮やパンくずな

どからバイオガスを作って走っています。

いずれも地上のガスです。地下の燃料から

切り替えてＣＯ２がゼロになりました。５

キロの生ごみがあると１リットルのバイオ

ガスを作ることができるのです。システム

は天然ガスと同じですから、今がチャンス

です。この中の飲食店の生ごみを集めてバ

イオガスを作ることができます。ごみでは

なくて資源ですね。７０００キロも離れて

いる中東から石油を運ぶよりも、７０メー

トル先の店から出るエネルギーを使う。そ

うしたことをスウェーデンの学校では教え

ています。天ぷら油でもお茶の葉でも車は

走ります。

　給水スポットが広がると、このようなエ

ネルギーも収集しやすくなります。インフ

ラ整備になりますからね。だから北海道エ

ネルギーさんの小さな取り組みは大切な始

まりだと思います。期待します。食べ物と

距離のことですが、遠くから運ばれる交通

食物ではなく近くでできた物を食べようと

いうことです。できるだけ近くの物を食べ

る。今日も中国茶を飲みましたが、ヨー

ロッパのお茶よりは近いことになります。

　マイボトル・マイカップの話からどんど

ん広がって、３Ｒは奥が深いなと感じまし

た。では最後に３Ｒステージを意識して、

本日の活動にどのような感想をお持ちに

なったか、また、今後の展望や計画なども

お伺いしたいと思います。

　この取り組みを始めるに当たりまして、

勇気を必要としました。勇気がなければ初

めの一歩は踏み出せなかったです。

橋本：

菊地：
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我々のやっていることは本当に小さなこと

です。今日、よかったなと思ったのは給水

スポットという言葉を聞いた人がより多く

いたことです。我々が始めた１カ月前は給

水スポットと染めたノボリを立てても、そ

の言葉を知っている人が少ないのであまり

効果があるとは思いませんでした。しか

し、今日はその言葉を多くの人に聞いてい

ただき、今後スポットを広げていく上での

力になりました。

　ペオさんが言われた有言実行という言葉

の大切さを感じました。今日の３Ｒ大会を

きっかけにマイボトルの使用をどんどん広

げていただきたいと思います。当社の給水

スポットではどんなボトルでも結構ですの

でご利用ください。空になったペットボト

ルをもう１回使っての給水でも新しく買う

よりは３Ｒの活動につながると思います。

小さい一歩を広げる有言実行をやっていけ

ば確かなものになると感じました。

　お茶やコーヒーは嗜好品なので、楽しん

で飲むものでしょうね。そこからやってい

くと、私のような小さい店でももっとやれ

ることがあるのではないかと考えさせられ

ることがありました。使った茶葉の使い道

も考えてみます。

　会場の皆さんにも感想を伺いましょう。

　目的はペットボトルを減らすことです

ね。でも、それを作る大企業は多く売りたい

でしょうからコストを下げてもっと大量に作

ることを考えるのではないかと思います。そ

の辺の整合性はどうなのか疑問です。

　再利用のボトルも考えられます。かつて

のビールびんの再利用と同じように、１本

のペットボトルを２０回使うのもすごいビ

ジネスになると思います。そこのパラダイ

ムシフトは必要だと思います。スウェーデ

ンではＣＯ２削減を達成して、かつ経済も

成長させました。さらに２０５０年までに

１００％削減する目標を立てています。１

人当たりゼロにする目標です。日本でもい

つかはしなければなりません日本にはその

技術や知恵があります。鳩山さんが２５％

という高い数字を出したのは評価します。

　今日は目からうろこのような話が多かっ

たと思います。北海道エネルギーさんが言

われた出来ることからという言葉は皆の頭

小野：

田名部：

　　

橋本：

会場１：

ペオ：

会場２：

に残ると思います。それと自分たちの力は

小さいけれど、参加する人が増えると大き

な力になるというのが分かりやすかったで

す。３Ｒ活動もインフラが整備されると便

利だと思います。北海道エネルギーの全道

のネットワークを利用すると我々の行動も

変わるという気がしました。

　聞いていただき感謝しています。

　できることから始めようと思いました。

　ペオさんにまとめをお願いします。

　私は２５年間環境問題に携わっています。

環境問題の解決は希望を与える仕事だと思っ

ております。私の教えている大学の若者たち

の中には、大人たちが希望を壊してしまった

と思っている者もいるようにも見えます。け

れど私は、大丈夫、解決できるよと言ってい

ます。日本で希望を提供できるのは北海道で

はないかと思っております。

　北海道で農業や畜産の廃棄物を利用して新

しいエネルギー、バイオガスなどに切り替え

るお手伝いをしたいと思っております。だか

らこの北海道に希望を感じています。

　皆さんありがとうございました。

　

菊地：

会場３：

橋本：

ペオ：

橋本：

　

　　



　本日はお休みの中、お忙しい中ご参加いただきありがとうござい

ます。今回の大会では市民、事業者、行政が参加し、３Ｒのうちリ

サイクルのみならずリデュース、リユースについての取り組みを広

げるとともに、特に本年度はリユースのうち、マイボトル・マイ

カップをメインテーマに開催しました。今日の講演、トーク、講座

ではそれぞれの講師の方々からライフスタイルを考えさせてもらえ

る大変参考になるお話をお聞きすることができ、大変勉強になった

と思っております。

　本日の大会を盛り上げていただきました講師の皆様、長時間にわ

たりましてどうもありがとうございました。これを機会に私共事務

所としましても３Ｒのうちリサイクルのみならず、リデュース、リユースについての取り組み、各種普

及啓発事業のさらなる展開を行い、循環型社会形成の推進を図っていきたいと思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

　会場の皆さん、環境に負荷をかけないよう、誰もが簡単に実践できるリデュース、リユースの具体的取

り組みとして従来から進めてきましたマイバッグに加え、さらにマイボトル・マイカップの利用を自ら実

行し、エコなライフスタイルを広めようではありませんか。本日はどうもありがとうございました。

閉会挨拶

環境省　北海道地方環境事務所　
統括環境保全企画官

伊藤　孝男
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